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国分寺公民館で大勢の市民が祝福しました



身
近
な
と
こ
ろ
に
い
る
世
界
一

髙
藤
選
手
の
世
界
柔
道
選
手
権
優
勝
を

多
く
の
市
民
が
祝
福
し
ま
し
た

　　

９
月
24
日
、
国
分
寺
公
民
館
に
お
い
て

髙
藤
選
手
の
祝
勝
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

会
場
の
扉
が
開
く
と
、
ま
ず
目
に
飛
び

込
ん
で
き
た
の
は
真
っ
赤
な
全
日
本
の

ジ
ャ
ー
ジ
姿
の
髙
藤
選
手
。
優
勝
を
祝
お

う
と
、
国
分
寺
小
学
校
５
・
６
年
生
等
の

参
加
者
約
３
０
０
人
が
お
し
み
な
い
拍
手

を
送
り
ま
し
た
。

　

広
瀬
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
身
近
な

と
こ
ろ
に
世
界
一
の
人
が
い
る
。
う
れ
し

く
思
う
と
と
も
に
、
目
標
で
あ
り
市
の
誇

り
。
さ
ら
に
大
き
な
選
手
に
な
っ
て
ほ
し

い
。」と
髙
藤
選
手
の
勝
利
を
祝
い
ま
し
た
。

髙藤選手祝勝セレモニー開催

２
０
１
３
世
界
柔
道
選
手
権
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
優
勝
！　

目
指
せ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

髙た

か

藤と

う 

直な

お

寿ひ

さ

選
手
本市出身
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下
野
市
長
特
別
賞
を
受
賞

　

髙
藤
選
手
に
下
野
市
長
特
別
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
副
賞
に
下
野
ブ
ラ

ン
ド
品
（
か
ん
ぴ
ょ
う
の
八
幡
（
や
は
た
）

巻
き
、
か
ん
ぴ
ょ
う
入
り
五
色
餃
子
、
日

本
酒
・
下
野
の
国　

五
千
石
及
び
麦
焼
酎

下
野
）
の
詰
め
合
わ
せ
と
、
下
野
市
産
の

新
米
こ
し
ひ
か
り
「
み
や
お
と
め
」
３
俵

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
髙
藤
選
手
は
栃
木
県
庁

を
訪
れ
、「
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

髙
藤
選
手
の
強
さ
の
秘
密
を
探
る

「
井
上
康
生
監
督
か
ら
の
言
葉
は
？
」

　

質
問
時
間
で
は
、
国
分
寺
小
学
生
と
石

橋
中
・
国
分
寺
中
の
柔
道
部
員
か
ら
髙
藤

選
手
に
「
試
合
で
焦
ら
な
い
秘
訣
は
？
」

「
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？
」
な
ど

の
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

国
分
寺
中
柔
道
部
主
将
の
石
川
君
は
髙

藤
選
手
に
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
一
緒

に
戦
い
ま
し
ょ
う
。」
と
固
い
握
手
を
か

本
当
の
強
さ
を
見
せ
た

世
界
柔
道
選
手
権
で
の
優
勝

　

８
月
26
日
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
行
わ
れ
た
「
第
31
回
世

界
柔
道
選
手
権
」
で
60
㎏
級
男
子
に
出
場

し
た
髙
藤
直
寿
選
手
。「
も
ち
ろ
ん
日
本

選
手
と
し
て
最
初
の
試
合
と
い
う
緊
張
は

あ
っ
た
」
と
の
記
者
会
見
で
の
感
想
と
と

も
に
、「
井
上
監
督
と
の
約
束
が
あ
っ
た
。

何
が
何
で
も
金
メ
ダ
ル
、
と
い
う
気
持
ち

が
あ
っ
た
。」
と
そ
の
実
直
と
も
い
え
る

気
持
ち
の
強
さ
を
表
し
ま
し
た
。

「
金
メ
ダ
ル
を
狙
っ
て
い
た
」

　

日
本
勢
の
先
陣
を
き
っ
て
登
場
し
た
髙

藤
選
手
は
、
決
勝
ま
で
の
４
試
合
中
、
３

試
合
で
一
本
勝
ち
を
収
め
、
決
勝
で
ダ
シ

ダ
ワ
選
手
（
モ
ン
ゴ
ル
）
に
優
勢
勝
ち
し
、

初
出
場
で
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
階
級
の
日
本
勢
で
は
１
９
９
７
年

大
会
の
野
村
忠
宏
選
手
以
来
と
な
る
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

実
は
髙
藤
選
手
、
２
０
１
３
世
界
柔
道

選
手
権
の
前
、
８
月
上
旬
に
左
太
も
も
裏

を
負
傷
。
準
々
決
勝
で
悪
化
さ
せ
、
準
決

勝
前
に
痛
み
止
め
を
飲
む
事
態
に
陥
っ
て

い
ま
し
た
が
、
持
ち
前
の
精
神
力
の
強
さ

で
苦
難
を
乗
り
越
え
、
優
勝
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

世
界
柔
道
選
手
権
で
の
戦
い

わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
司
会
を
務
め
た
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ「
し
も
つ
け
サ
タ
デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
」

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
斉
藤
美
貴
さ
ん
か
ら

は
、
番
組
に
届
い
た
リ
ス
ナ
ー
か
ら
の
質

問
を
し
ま
し
た
。

　
「
優
勝
し
た
と
き
、
何
か
井
上
康
生
監

督
か
ら
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
か
？
」
と
い

う
質
問
に
、
髙
藤
選
手
は
「
井
上
監
督
は

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
見
て
い
た
あ
こ
が
れ
の

選
手
。
優
勝
し
た
瞬
間
は
抱
き
合
い
喜
ん

だ
。
が
、
す
ぐ
に
『
こ
こ
が
ゴ
ー
ル
じ
ゃ

な
い
』
と
言
わ
れ
た
。」
と
、
す
で
に
次

の
大
会
に
目
を
向
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

髙
藤
選
手
は
あ
い
さ
つ
や
記
者
会
見
で
、

「
世
界
選
手
権
で
は
一
つ
ひ
と
つ
が
厳
し

い
戦
い
だ
っ
た
。
し
ん
ど
い
と
思
っ
た
時

に
、
地
元
下
野
市
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

る
場
所
。
さ
ら
な
る
上
を
め
ざ
し
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
前
人
未
到
の
４
連
覇
を
目

指
し
た
い
。」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

髙
藤
直
寿
選
手　

経
歴

平
成
５
年
５
月
生
ま
れ

・
む
つ
み
愛
泉
幼
稚
園
の
と
き
、
関
東
大

会
に
出
場
し
た
国
分
寺
中
学
校
の
応
援
に

行
き
、
初
め
て
柔
道
の
試
合
を
目
の
当
た

り
に
し
、
柔
道
に
め
ざ
め
た
。
国
分
寺
小

学
校
に
入
学
と
同
時
に
、
柔
道
を
始
め
る
。

・
小
学
校
５
・
６
年
生
と
全
国
少
年
学
年

別
柔
道
大
会
に
お
い
て
軽
量
の
部
２
連
覇
。

・
神
奈
川
県
の
東
海
大
学
付
属
相
模
高
校

中
等
部
に
進
学
。
３
年
生
の
全
国
大
会
で

優
勝
。

・
同
高
校
進
学
。
１
年
、
全
国
高
校
選
手

権
優
勝
、
２
年
生
・
３
年
生
と
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
連
覇
。

・
２
０
１
０
年
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
準
優
勝

・
２
０
１
２　

東
海
大
に
入
学

・
２
０
１
３　

下
野
市
民
栄
誉
賞
受
賞

最
近
の
国
際
大
会

・
２
０
１
２ 

グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
・
モ
ス

ク
ワ
（
ロ
シ
ア
）
優
勝

・
２
０
１
２ 

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ　

タ
シ

ケ
ン
ト
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）　

優
勝

・
２
０
１
２ 

東
京
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム　

優
勝

・
２
０
１
３ 

グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
・
パ
リ（
フ

ラ
ン
ス
）　

優
勝

・
２
０
１
３ 

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
（
ロ

シ
ア
・
チ
ュ
メ
ニ
）
優
勝

・
２
０
１
３ 

第
31
回
世
界
柔
道
選
手
権

（
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
）
優

勝現
在
、
全
日
本
柔
道
連
盟
Ａ
強
化
選
手

世
界
ラ
ン
ク　

１
位

髙藤選手祝勝セレモニー開催
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遠
く
離
れ
た
高
松
市
に

下
野
市
と
同
じ
「
国
分
寺
」
が
あ
り
、

　
「
国
分
寺
」
と
い
う
地
名
が
あ
っ
た

　
　
　

た
だ
そ
れ
だ
け
な
の
に

　
　
　
　
　

す
ご
く
身
近
に
感
じ
る

高
松
市
と
協
定
締
結

　

本
年
６
月
、
本
市
は
香
川
県
高
松
市
と

「
歴
史
文
化
交
流
協
定
」、「
災
害
時
相
互

支
援
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
に
旧
国
分
寺
町
で
開
催
さ
れ

た
「
第
２
回
全
国
国
分
寺
サ
ミ
ッ
ト
」
を

契
機
と
し
て
、
全
国
に
国
分
寺
を
冠
に
し

た
町
が
２
町
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら

始
ま
っ
た
交
流
は
、
毎
年
様
々
な
事
業
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
７
月
に
は

「
下
野
市
国
内
交
流
協
会
」
が
発
足
し
協

会
が
主
体
と
な
っ
て
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
つ
な
が
り
の
軸
で
あ
る
国
分
寺

跡
等
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
の
承
継
や
活
用

な
ど
を
通
じ
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
増

加
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

高
松
市
か
ら
や
っ
て
き
た
！

　

８
月
20
日
に
高
松
市
讃
岐
国
分
寺
小
学

生
交
流
団
23
名
が
下
野
市
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

ゆ
う
ゆ
う
館
で
行
わ
れ
た
歓
迎
会
で

は
、
下
野
市
国
内
交
流
協
会
の
方
々
に
よ

り
、
か
ん
ぴ
ょ
う
の
卵
と
じ
汁
や
カ
レ
ー

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後

本
市
小
学
生
交
流
団
員
と
の
交
流
会
で
は
、

下
野
薬
師
寺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
協
力

に
よ
り
「
下

野
か
る
た
取

り
」
を
行
い

交
流
を
深
め

ま
し
た
。

協
定
締
結
記
念
事
業

　

本
年
６
月
の
高
松
市
と
の
協
定
締
結
を

記
念
し
、
９
月
21
日
、
道
の
駅
し
も
つ
け

で
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
高

松
市
の
「
讃
岐
国
分
寺

太
鼓
」
の
演
奏
が
披
露

さ
れ
、
迫
力
あ
る
太
鼓

の
響
き
や
勇
壮
な
ば
ち

さ
ば
き
で
来
場
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。
ま
た
本

場
讃
岐
う
ど
ん
の
販
売

も
行
わ
れ
、
瞬
く
間
に

完
売
と
な
り
ま
し
た
。

下
野
市
か
ら
高
松
市
へ
行
く
！

　

８
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
、

高
松
市
と
の
友
好
親
善
交
流
と
し
て
小
学

生
派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
派
遣
団
は
、
市
内
小
学
６
年
生

19
名
、
団
長
、
引
率
者
（
小
学
校
教
諭
）

１
名
と
事
務
局
（
生
活
安
全
課
）
の
計
23

名
で
し
た
。

　

地
元
小
学

生
と
の
交
流

会
や
讃
岐
国

分
寺
史
跡
等

の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
高
松

市
の
大
西
市

長
へ
表
敬
訪

問
を
行
い
、

両
市
の
絆
を

さ
ら
に
深
め

る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

ま
だ
仮
設
住
宅
に
住
む
方
が
大
勢
い
ま
す

宮
城
県
亘
理
町
と
の
交
流
事
業

　

国
内
交
流
協
会
は
、
平
成
23
年
に
発
足

し
た
亘
理
町
応
援
団
と
共
催
し
、「
天
平

の
花
ま
つ
り
」
へ
の
招
待
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
２
回
目

と
な
る
今
年
も
１
泊
２

日
の
行
程
で
亘
理
町
民

50
名
を
招
待
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
は
、
お
花
見

や
国
分
寺
跡
等
の
市
内

名
所
巡
り
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

下
野
市
国
内
交
流
協
会

　

会
員
募
集
中

　

市
民
を
主
体
と
し
た
幅
広
い
分
野

に
お
け
る
国
内
交
流
を
推
進
し
、
相

互
理
解
と
友
情
を
深
め
、
地
域
間
の

友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
内
交
流

事
業
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
年
会
費
】

個
人
会
員　

１
口　

１
，
０
０
０
円

法
人
会
員　

１
口　

３
，
０
０
０
円

団
体
会
員　

１
口　

５
，
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
内
交
流
協
会

　
（
生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

国内交流

国
内
交
流
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国
際
交
流

　

異
文
化
を
知
り
、
肌
で
感
じ
る
こ
と
で
、

あ
ら
た
め
て
自
分
の
文
化
を
深
く
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
学
生
達
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
何
を
感

じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

宇
都
宮
大
学
名
誉
教
授
の

働
き
か
け
に
よ
り
始
ま
っ
た

　

今
年
で
20
回
目
を
迎
え
た
グ
リ
ム
の
里

夏
期
日
本
語
講
習
会
は
、
今
か
ら
21
年

前
（
１
９
９
２
年
）
に
、
現
宇
都
宮
大
学

名
誉
教
授
の
橋
本　

孝
氏
（
と
ち
ぎ
日
独

協
会
会
長
）
の
も
と
に
、
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
大
学
よ
り
大
学
生
の
夏
期
日
本
語

講
習
会
の
開
催
依
頼
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
と

姉
妹
都
市
関
係
に
あ
っ
た
石
橋
町
に
、
橋

本
氏
が
そ
の
依
頼
を
持
ち
か
け
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

同
年
2
月
に
は
、
既
に
石
橋
町
国
際
交

流
協
会
が
設
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

協
会
の
協
力
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ

等
）
も
あ
っ
て
講
習
会
開
催
が
実
現
し
ま

し
た
。

　

以
降
、
石
橋
町
国
際
交
流
協
会
、
合
併

日
本
の「
造
る
」文
化
を
体
験

　

グ
リ
ム
の
里
夏
期
日
本
語
講
習
会
は
、

今
年
で
20
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生
6
名
（
男
性
4
名
・

女
性
2
名
）
が
参
加
し
、
下
野
市
内
の
家

庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
日
本
語
の

勉
強
日
本
文
化
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

8
月
20
日
は
ふ
く
べ
細
工
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
下
野
市
特
産
品
の
ゆ
う
が
お
の

実
を
使
っ
て
お
面
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

21
日
は
益
子
町
ま
で
足
を
の
ば
し
益
子

焼
の
手
び
ね
り
体
験
を
し
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
ほ
と
ん
ど
の
大
学
生
が
初
体
験
。
教

室
の
先
生
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
思
い
思

い
に
作
品
を
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

日
本
の「
道
」を
体
験

　

22
日
は
書
道
を
体
験
し
ま
し
た
。
気
に

入
っ
た
一
文
字
を
う
ち
わ
に
書
き
ま
し
た
。

後
は
下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
事
業
と

し
て
例
年
８
月
に
開
催
さ
れ
、
約
２
週
間
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生
８
名
程
度
が
参
加
し
、

講
習
会
の
期
間
中
は
下
野
市
内
の
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
茶
道
や
浴
衣
の
着
付
け
、
日

本
料
理
教
室
、
て
ぬ
ぐ
い
講
座
な
ど
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

大
学
生
た
ち
は
、
約
２
週
間
の
下
野
市

で
の
講
習
を
終
え
た
後
、
東
京
へ
向
か
い
、

代
々
木
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村
の
宿
泊
施
設
を

拠
点
に
そ
れ
ぞ
れ
大
学
で
の
研
修
や
各
地

の
観
光
を
し
ま
し
た
。

国際交流
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特
別
な
郵
便
局

　

以
前
こ
の
コ
ラ
ム
に
書
き
ま
し
た
が
、

ド
イ
ツ
最
大
の
お
祭
り
は
ク
リ
ス
マ
ス
で

す
。
特
に
子
ど
も
た
ち
は
嬉
し
く
て
た
ま

り
ま
せ
ん
。
ア
ド
ベ
ン
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
も

ク
リ
ス
マ
ス
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
が
、

も
う
一
つ
楽
し
み
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
サ
ン
タ
さ
ん
へ
の
手
紙
で
す
。

　

日
本
で
は
ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
も
し
ド
イ
ツ
で
子
ど
も
た
ち
が
「
サ

ン
タ
さ
ん
へ
」、
ま
た
は
「
幼
子
キ
リ
ス

ト
へ
」
と
い
う
あ
て
先
の
手
紙
を
郵
便
局

で
出
せ
ば
、
特
別
な
ク
リ
ス
マ
ス
郵
便
局

へ
届
き
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
郵
便
局
は
ド

イ
ツ
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど

の
ド
イ
ツ
語
圏
、
英
米
、
ま
た
ス
カ
ン
ジ

ナ
ビ
ア
地
域
に
も
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
の

場
合
、
ク
リ
ス
マ
ス
郵
便
局
は
独
特
な
地

方
に
あ
り
ま
す
。
地
方
の
名
前
は
ク
リ
ス

マ
ス
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
、

大
体
の
ん
び
り
し
た
地
方
で
す
。
例
え
ば

エ
ン
ゲ
ル
ス
キ
ル
ヘ
ン
（
天
使
の
教
会
）、

ヒ
ッ
メ
ル
ス
テ
ュ
ー
ル
（
天
国
へ
の
扉
）、

ヒ
ッ
メ
ル
ス
シ
ュ
タ
ッ
ト
（
天
国
の
町
）、

ニ
コ
ラ
ウ
ス
ド
ル
フ（
サ
ン
タ
さ
ん
の
村
）

な
ど
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
キ
リ
ス
ト
教
の
雰

囲
気
を
表
す
面
白
い
名
前
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
が
欲
し
い
も
の

　

手
紙
が
12
月
中
旬
ま
で
に
ク
リ
ス
マ
ス

郵
便
局
に
届
け
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
サ
ン

タ
さ
ん
か
ら
の
お
返
事
を
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が「
欲
し
い
物
」

と
し
て
手
紙
に
書
い
て
く
る
の
は
い
つ
も

お
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
と
い
う
も
の
で
は
な

い
み
た
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
丁
寧
に

サ
ン
タ
さ
ん
へ
の
挨
拶
を
し
た
り
、
絵
を

描
い
た
り
、
感
想
文
を
書
い
た
り
、「
物
」

で
は
な
い
欲
し
い
も
の
を
書
い
た
り
も
し

ま
す
。
そ
れ
は
、
世
界
の
平
和
、
家
族
の

安
全
、
親
戚
や
友
達
の
健
康
や
病
気
の
治

癒
な
ど
。
子
ど
も
た
ち
の
書
く
手
紙
か
ら

様
々
な
現
代
社
会
の
様
相
が
見
て
取
れ
ま

す
。

　

一
般
的
に
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
お
返
事

は
、
子
ど
も
を
喜
ば
せ
る
よ
う
な
決
ま
っ

た
お
返
事
の
文
章
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

時
々
、
個
人
的
な
お
返
事
を
も
ら
う
こ
と

も
あ
る
ら
し
い
で
す
。
毎
年
特
別
な
記
念

切
手
や
ス
タ
ン
プ
が
作
ら
れ
る
の
で
、
切

手
収
集
家
に
と
て
も
人
気
が
あ
る
ら
し
い

で
す
。

　

ド
イ
ツ
の
場
合
、
ド
イ
ツ
ポ
ス
ト
が
特

別
な
ク
リ
ス
マ
ス
郵
便
局
を
支
え
て
い
ま

す
。
ド
イ
ツ
の
中
西
部
に
位
置
す
る
エ
ン

ゲ
ル
ス
キ
ル
ヘ
ン
（
天
使
の
教
会
）
の
ク

国
際
交
流
員
リ
ン
の
「
び
っ
く
り
〜
ン
箱
」

第
18
回

ア
ド
ベ
ン
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　

ド
イ
ツ
の
お
楽
し
み
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
。

ク
リ
ス
マ
ス
間
近
の
こ
の
時
期
、
ド
イ
ツ
の

「
ア
ド
ベ
ン
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
「
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
あ
と
何
日

…
？
」
と
い
う
気
持
ち
で
楽
し
ん
で
ク
リ
ス

マ
ス
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！
子
ど
も
た
ち
は
も

ち
ろ
ん
大
人
に
も
人
気
が
あ
り
ま
す
よ
。

■
日
時　

11
月
30
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

国
分
寺
公
民
館　

第
２
研
修
室

■
定
員　

15
名
（
年
齢
制
限
な
し
）

■
申
込
期
間　

11
月
11
日
㈪
〜
28
日
㈭

※
11
月
10
日
㈰
開
催
の
第
２
回
下
野
市
産
業

祭
で
も
お
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

■
材
料
費

　

ア
ド
ベ
ン
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
一
つ
に
つ
き

　

一
般 

５
０
０
円

　

国
際
交
流
協
会
会
員 

４
０
０
円

（
当
日
集
金
し
ま
す
）

■
持
ち
物
：
は
さ
み
、
の
り
、
ク
ー
ピ
ー
ペ

ン
シ
ル
あ
る
い
は
水
性
・
油
性
マ
ー
カ
ー
、

お
菓
子
あ
る
い
は
小
さ
い
玩
具
（
※
）、
持
ち

帰
り
用
の
大
き
な
袋

※
好
き
な
お
菓
子
・
玩
具
に
つ
い
て
：
24
個
以
上
の

小
袋
に
分
け
ら
れ
る
量
で
、
毎
日
違
う
も
の
で
あ
る

方
が
良
い
。
例
え
ば
グ
ミ
、小
さ
い
ク
ッ
キ
ー
、チ
ョ

コ
レ
ー
ト
な
ど

　

皆
様
の
ご
参
加
を
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
役
所
生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

　

 sia.shim
otsuke@

gm
ail.com

国
際
交
流
員
ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン
の
コ
ラ
ム

サ
ン
タ
さ
ん
へ
の
手
紙

国内・国際交流

リ
ス
マ
ス
郵
便
局
だ
と
、
12
月
20
日
ま
で

に
届
く
手
紙
は
全
て
24
日
ま
で
に
お
返
事

を
し
て
い
ま
す
。
毎
年
約
14
万
枚
も
の
手

紙
が
届
く
ら
し
い
の
で
と
て
も
大
変
そ
う

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
を
喜
ば
せ
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
が
熱
心
に
頑
張
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

や
は
り
、
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
ク
リ
ス
マ

ス
は
大
事
な
祭
り
で
す
。
特
に
ク
リ
ス
マ

ス
に
な
る
と
、
相
手
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
行
動
も
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
お
互
い
の
助
け
合
う
気
持
ち
が
ク

リ
ス
マ
ス
の
時
に
は
強
く
な
り
ま
す
。
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陸
上
競
技
で
大
活
躍
！

　

今
年
度
、
陸
上
競
技
大
会
で

活
躍
さ
れ
た
江
田
尋
貴
さ
ん

（
国
分
寺
中
学
校
３
年
）
が
、
９

月
19
日
、
市
長
表
敬
に
市
役
所

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

主
な
成
績
・
記
録
は
次
の
と

お
り
で
す
。
今
後
、
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

○
下
都
賀
地
区
春
季
陸
上
大
会

　

１
０
０
ｍ　

第
１
位

　

２
０
０
ｍ　

第
１
位

○
栃
木
県
春
季
陸
上
大
会

　

１
０
０
ｍ　

第
２
位

　

２
０
０
ｍ　

第
１
位

○
全
国
通
信
大
会
栃
木
県
大
会

　

１
０
０
ｍ　

第
２
位

　

２
０
０
ｍ　

第
２
位

○
関
東
中
学
校
陸
上
大
会

　

２
０
０
ｍ　

第
７
位

○
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
最

終
選
考
会

　

１
０
０
ｍ　

第
１
位

　

２
０
０
ｍ　

第
１
位

第
２
回
グ
リ
ム
の
森

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た 

　

９
月
28
〜
29
日
、
グ
リ
ム
の

森
で
「
グ
リ
ム
の
森
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

初
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

熊
谷
モ
ニ
カ
さ
ん
（
バ
イ
オ
リ

ン
）、
黒
駒
泰
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

や
、
古
山
小
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

　

そ
の
後
「
森
の
音
楽
祭
」
の

タ
イ
ト
ル
ど
お
り
、
多
く
の
出

演
者
に
よ
り
合
唱
や
演
奏
が
行

わ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
約
20
メ
ー
ト

ル
の
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
を
作

る
イ
ベ
ン
ト
に
子
ど
も
約
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
完
成
し
た

の
り
巻
き
を
全
員
で
試
食
し
、

「
お
い
し
い
」
と
喜
び
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
ほ
か
両
日
を
通
し
て
、
大

道
芸
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ア

イ
ド
ル
「
Ｔ
！
Ｐ
」、
下
野
市
出

身
の
芸
人
、
永
井
塁
さ
ん
の
も

の
ま
ね
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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自
分
で
作
っ
て
食
べ
る
！

稲
刈
り
体
験
が

　
　

行
わ
れ
ま
し
た

　

９
月
14
日
、
生
産
者
と
消

費
者
が
一
緒
に
な
っ
て
、
米

の
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、

市
農
業
公
社
主
催
の
「
稲
刈

り
体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
は
、
今
年

５
月
に
田
植
え
体
験
を
さ
れ

た
方
々
で
、
自
分
た
ち
の
植

え
た
稲
が
成
長
し
た
こ
と
を

喜
び
、
手
作
業
で
丁
寧
に
刈

り
取
り
ま
し
た
。

　

今
回
収
穫
し
た
お
米
は
、

脱
穀
・
乾
燥
・
精
米
を
し
た
後
、

参
加
者
へ
配
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
参
加
者
は

「
田
植
え
も
稲
刈
り
も
初
め
て

の
体
験
で
楽
し
か
っ
た
。
お

米
が
手
元
に
届
く
の
が
楽
し

み
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

声
で
聴
く
広
報
紙
を

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
こ
だ
ま
」
が
Ｃ
Ｄ
を
配
布

　

市
で
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
こ
だ
ま
」
の
協
力
を
得

て
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
市
内
の
視
覚

障
が
い
者
で
身
体
障
害
者
手

帳
１
・
２
級
保
持
者
の
方
約
50

名
に
、広
報
の
デ
イ
ジ
ー
（
視

覚
障
が
い
な
ど
の
方
の
た
め

の
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
）
版

音
訳
Ｃ
Ｄ
サ
ン
プ
ル
を
送
付

し
ま
し
た
。申
し
込
み
が
あ
っ

た
利
用
者
に
は
無
償
で
音
訳

物
の
Ｃ
Ｄ
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
久
野
さ
ん
は
「
よ

り
多
く
の
方
に
広
報
デ
イ

ジ
ー
版
の
存
在
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
、
利
用
者
拡

大
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し

た
。

■
利
用
申
し
込
み 

　

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
43
）１
２
３
６ 

栃
木
県
理
容
生
活

衛
生
同
業
組
合
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

10
月
４
日
、
栃
木
県
理
容

生
活
衛
生
同
業
者
組
合
が
９

月
17
日
に
社
会
貢
献
を
目
的

に
実
施
し
た
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
献
血
に
つ
い
て
、

市
長
に
報
告
す
る
た
め
市
役

所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
は
青
年
部
会
員

約
80
名
が
古
山
小
学
校
周
辺
、

文
教
通
り
、
姿
川
長
田
橋
周

辺
や
壬
生
地
区
な
ど
を
１
日

か
け
て
清
掃
し
ま
し
た
。

　

ま
た
赤
十
字
献
血
車
に
よ

る
献
血
を
実
施
し
、
41
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

安
全
運
転
の
大
切
さ
を
再
確
認

シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
開
催

　

９
月
27
日
、
小
金
井
自
動

車
教
習
所
に
お
い
て
、
シ
ル

バ
ー
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ

ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
は
、
秋
の

交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運

動
に
お
け
る
事
業
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
学

科
試
験
や
実
技
走
行
試
験
の

ほ
か
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

を
用
い
て
、 

交
通
事
故
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
験
も
行

い
ま
し
た
。 

　

参
加
者
の
方
々
は
、
講
習

を
通
じ
て
初
心
に
か
え
り
、

安
全
運
転
の
大
切
さ
に
つ
い

て
再
確
認
し
ま
し
た
。 

ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ
ノ
オ

保
存
地
の

草
刈
り
に
つ
い
て

　

９
月
８
日
、
東
根
自
治
会

が
主
催
す
る
ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ

ノ
オ
保
全
地
の
第
２
回
草
刈

り
作
業
が
、
小
山
北
桜
高
等

学
校
・
ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ
ノ
オ

保
存
会
・
下
野
市
自
然
に
親

し
む
会
・
南
河
内
土
地
改
良

区
・
栃
木
県
下
都
賀
農
業
振

興
事
務
所
の
協
力
に
よ
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
よ
り
草
刈
り
作
業
を

開
始
し
、
小
雨
の
降
る
蒸
し

暑
い
天
候
の
中
、
半
日
を
か

け
て
保
全
地
を
き
れ
い
に
し

ま
し
た
。

　

こ
の
草
刈
作
業
に
よ
り
、

雑
草
の
成
育
を
抑
制
し
、
ト

ウ
サ
ワ
ト
ラ
ノ
オ
が
成
長
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
草
刈
作

業
は
年
内
に
あ
と
１
回
実
施

予
定
で
す
。

交通事故を疑似体験

Shimotsuke
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下
野
市
敬
老
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

9
月
18
日
、
南
河
内
体
育

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
約

７
０
０
人
の
皆
様
が
ご
来
場

の
中
、
敬
老
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
冠

二
郎
さ
ん
の
シ
ョ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
久
し
ぶ
り
に

会
う
友
人
な
ど
と
話
が
は
ず

む
光
景
も
見
ら
れ
、
み
な
さ

ん
の
笑
顔
と
拍
手
で
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

敬
老
会
の
席
上
で
金
婚

祝
福
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

お
互
い
に
い
た
わ
り
は
げ
ま

し
あ
い
、
家
庭
を
支
え
社
会
に

貢
献
し
て
き
た
ご
夫
婦
を
祝
福

す
る
た
め
、
敬
老
会
の
席
上
で

今
年
度
結
婚
50
周
年
を
迎
え
る

金
婚
夫
婦
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

24
組
48
名
の
方
に
、
市
長
か

ら
祝
詞
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

○
石
橋 

大
橋　

昇
・
桂
子

 

橋
本　

正
・
ダ
イ

 

中
澤　

七
郎
・
サ
ヨ
子

 

谷
田
部　

正
雄
・
洋
子

 

中
澤　

悦
三
・
光
子

○
大
松
山 

髙
久　

進
・
君
代

○
下
古
山 

粂
川　

敏
男
・
晴
江

 

簑
輪　

美
佐
男
・
セ
ツ
子

 

五
傳
木　

秀
男
・
ハ
ナ
子

○
川
中
子 

上
野　

德
男
・
ヨ
シ

○
小
金
井 

倉
井　

栄
・
光
子

 

目
黒　

民
雄
・
キ
イ

 

倉
井　

進
・
ミ
サ
子

 

海
老
原　

安
治
・
モ
ト

 

一
ノ
瀬　

幸
彦
・
惠
子

 

栁　

重
吉
・
千
枝

○
駅
東 

井
上　

善
夫
・
米
子

 

古
川　

伸
夫
・
千
代
子

○
緑 

鈴
木　

行
右
・
タ
キ

 

坂
入　

義
男
・
圭
子

 

柏
原　

勲
・
ミ
チ

○
仁
良
川 

東
川　

健
・
け
い
子

○
下
坪
山 

稲
田 

喜
代
治
・
カ
ツ

○
絹
板　

宇
賀
持　

正
紀
・
悦
子

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気

で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

８ハ
チ

０マ
ル

２ニ
イ

０マ
ル

運
動
表
彰

敬
老
会
の
席
上
で

27
名
が
受
賞

　

小
山
歯
科
医
師
会
と
下
野
市

の
共
催
に
よ
り
、
平
成
25
年
度

８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ

ル
）
運
動
表
彰
式
を
敬
老
会
の

席
上
で
行
な
い
ま
し
た
。

　

８
０
２
０
運
動
と
は
、
80
歳

に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本

以
上
保
と
う
と
い
う
運
動
で
す
。

高
齢
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
自

分
の
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
と
い

う
主
旨
で
提
唱
さ
れ
、
今
回
は
、

27
名
の
方
が
他
の
模
範
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
表
彰
者（

敬
称
略
・
五
十
音
順
）

　

青
木 

初
江 

伊
澤 

サ
イ
子

　

石
川 

健
三 

稲
見 

恒
子

　

井
上 

智
惠 

井
上 

善
夫

　

上
野 

司
郎 

窪
田 

フ
ミ

　

倉
井 

三
夫 

新
谷
ト
シ
子

　

髙
橋 

𠀋
夫 

谷　

 

仁
子

　

財
川 　

弘 

辻　

 

正
次

　

手
塚 

ア
ヱ
子 

永
井 

賢
三

　

永
松
千
代
子 

布
施　

 

進

　

船船
岡 

カ
ノ 

山
内 

保
治

　

吉
葉 

武
夫 

渡
邊 

カ
ヨ

　

渡
辺 
幸
子

（
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
23
名
の

方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　

健
康
的
な
生
活
習
慣
を
実
践

し
て
い
る
人
は
歯
の
健
康
状
態

も
よ
い
人
が
多
い
と
い
わ
れ
て

お
り
、
健
康
づ
く
り
推
進
の
目

標
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
若
い

う
ち
か
ら
の
健
康
づ
く
り
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

金婚を迎えた皆様

敬老会の様子
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竜
巻
注
意
情
報
の

配
信
を
始
め
ま
し
た
！

　

下
野
市
で
は
、
あ
ら
か
じ

め
利
用
登
録
さ
れ
た
方
の
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
や
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、

気
象
情
報
（
注
意
報
・
警
報
）、

地
震
情
報
な
ど
を
配
信
（
希

望
す
る
項
目
を
選
択
し
て
受

信
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
）

し
て
い
ま
す
。

　

９
月
か
ら
は
最
近
頻
発
し

て
い
る
竜
巻
・
突
風
被
害
の

増
加
を
踏
ま
え
、
竜
巻
注
意

情
報
の
配
信
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

受
信
を
希
望
さ
れ
る
場
合

に
は
、
下
野
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
登
録
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

登
録
は
無
料
（
パ
ケ
ッ
ト

通
信
料
は
登
録
者
負
担
に
な

り
ま
す
）
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
登
録
方
法

①
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
か
、

　

 https://service.sugum
ail.

com
/shim

otsuke/

　

へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

city.shim
otsuke.lg.jp/

）
ま
た
は
市
携

帯
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.city.shim

o
tsuke.lg.jp/i_index.htm

）
か
ら
も
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

②
画
面
の
案
内
に
し
た
が
っ
て
「
空

メ
ー
ル
」
を
送
信
す
る
と
、
利
用
案
内

が
折
り
返
し
送
信
さ
れ
ま
す
。

③
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
案
内
に
従
い
、

利
用
者
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

○
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
設
定
が
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
ド
メ
イ
ン
（@

sg-m
.jp

）

を
受
信
可
能
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
配
信
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
下
野

市
に
お
い
て
配
信
の
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
情
報
を

配
信
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
『
ｄ
』
ボ
タ

ン
！
」
が
合
言
葉
。
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ

の
デ
ー
タ
放
送
で
市
の
情
報
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

デ
ー
タ
放
送
が
受
信
で
き
る
テ

レ
ビ
で
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
に
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
合
わ
せ
、リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
」

ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
と

は
見
た
い
情
報
に
あ
わ
せ
て
、「
決

定
」
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

☎（
40
）５
５
５
０

　

sougouseisaku@
city.shim

otsuke.lg.jp

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
情

報
や
、
災
害
時
の
避
難
場
所
の
情
報

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
下
野
市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト 

　

@
city_shim

otsuke

■
配
信
時
間 

　

平
日
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
災
害
発
生
時
及
び
イ
ベ
ン
ト
時

な
ど
に
は
右
記
の
限
り
で
は
な
く

随
時
配
信
し
ま
す
。 

■
受
信
方
法

　

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込

む
か
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
以
下
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
）
に

ア
ク
セ
ス
し
、「
フ
ォ
ロ
ー
」
を
ク

リ
ッ
ク
ま
た
は
選
択
し
ま
す
。 

　
 https://tw

itter.com
/city_

shim
otsuke

市の便利なサービスをご紹介

下野インフォメーション（メール配信サービス）

下野市公式ツイッター

とちぎテレビでデータ放送

市
の
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介

下
野
市
を
上
手
に
、
便
利
に
、
使
い
こ
な
そ
う
！
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市の便利なサービスをご紹介

光ファイバーインターネットを体験してみよう！

デジタルサイネージ（電子看板）で情報配信

　

下
野
市
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
お
持

ち
で
な
い
方
や
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
が

苦
手
な
方
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
便
利
さ
や
楽
し
さ
を
体
験
で
き
る

よ
う
に
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
端
末
を

市
内
各
所
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
体
験
用
パ
ソ
コ
ン
設
置
場
所
〉

　

国
分
寺
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

　

南
河
内
庁
舎（南

河
内
図
書
館
２
階
）

　

石
橋
庁
舎
１
階
北
玄
関
付
近

　

国
分
寺
図
書
館
※

　

石
橋
図
書
館
※

　

南
河
内
図
書
館
※

※ 

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
の
利

用
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
図
書
館

設
置
の
端
末
は
キ
ー
ボ
ー
ド
式
で
す
。

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
役
所
や
入
浴
施
設
に
あ
る
大
き

な
テ
レ
ビ
の
よ
う
な
も
の
が
、
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ（
電
子
看
板
）で
す
。

　

テ
レ
ビ
番
組
で
は
な
く
、
下
野
市

か
ら
の
お
知
ら
せ
や
市
の
Ｐ
Ｒ
映
像
、

観
光
情
報
な
ど
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
10
か
所
の
施
設
に
設
置
し
て

お
り
、
設
置
場
所
に
よ
り
配
信
す
る

情
報
も
様
々
で
す
。
い
ろ
ん
な
場
所

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
イ
ベ
ン

ト
等
の
周
知
を
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
で
行
い
ま
せ
ん
か
？

　

配
信
で
き
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の

基
準
や
内
容
な
ど
基
準
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
政

策
課
情
報
広
報
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

　

国
分
寺
公
民
館

　

石
橋
公
民
館

　

南
河
内
公
民
館

　

南
河
内
東
公
民
館

　

ふ
れ
あ
い
館

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
館

　

オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館

（
小
金
井
駅
西
口
）

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

　

Ｂ
＆
Ｇ
国
分
寺
海
洋
セ
ン
タ
ー

〈
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の設

置
場
所
〉

　

国
分
寺
庁
舎

　

石
橋
庁
舎

　

南
河
内
庁
舎（南

河
内
図
書
館
２
階
）

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
館

　

ふ
れ
あ
い
館

　
Ｊ
Ｒ
小
金
井
駅

　
Ｊ
Ｒ
自
治
医
大
駅

　
Ｊ
Ｒ
石
橋
駅

　

道
の
駅
し
も
つ
け

デ

策
課
情
報
広
報
グ
ル

プ
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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納
税
は
国
民
の
義
務
で
す

　

市
が
提
供
す
る
、
福
祉
や
教
育
を
は
じ

め
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
税
が
主
な
財

源
の
一
つ
で
す
。
市
税
の
滞
納
は
、
市
の

財
政
を
圧
迫
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
納
期
内
に
税
金
を
き

ち
ん
と
納
め
て
い
る
大
多
数
の
方
と
の
公

平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
内
一
斉
の
徴
収
強
化
月
間

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図
る
た

め
、
11
〜
12
月
を
「
市
町
村
税
徴
収
強
化

月
間
２
０
１
３
冬
」
と
し
て
、
栃
木
県
と

の
協
働
に
よ
り
、
県
内
一
斉
に
徴
収
の
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

事
情
が
あ
る
場
合
は
相
談
を

　
「
災
害
、
盗
難
、
事
業
の
廃
止
、
病
気
等
、

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
一
時
的
に

納
付
が
困
難
な
場
合
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

徴
収
の
猶
予
や
分
割
納
付
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
滞
納
に
な

る
前
に
税
務
課
に
納
税
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。

「
徹
底
し
た
財
産
調
査
と
差
押
の
実
施
に

取
り
組
み
ま
す
」

■
財
産
調
査
：
勤
務
先
・
年
金
支
払
者
へ

の
照
会
、
売
掛
金
等
、
取
引
先
へ
の
臨
場

調
査
・
照
会
、
預
貯
金
、
生
命
保
険
、
登

記
簿
等
の
調
査
、
家
宅
等
の
捜
索
な
ど

■
差
押
：
給
与
、

年
金
、
売
掛
金
、

預
貯
金
、
生
命

保
険
、
そ
の
他

債
権
、
家
宅
等

の
捜
索
に
よ
る

自
動
車
、
動
産
、

不
動
産
な
ど

納
税
は
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
で

　
「
通
知
を
見
落
と
し
た
…
」「
納
付
書
を

し
ま
い
忘
れ
た
…
」
等
、
つ
い
、
う
っ
か

り
で
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

ま
た
「
銀
行
や
市
役
所
が
開
い
て
い
る

時
間
に
納
付
に
行
け
な
い
…
」
等
、
忙
し

い
方
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
で
き
ま
す
。（
バ
ー
コ
ー
ド
付
き
納
付
書

に
よ
る
納
付
で
納
期
限
内
に
限
る
。）

便利

　

税
金
を
納
期
限
ま

で
に
納
め
な
か
っ
た

方
に
は
、
ま
ず
督
促

状
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
督
促
状
が

発
送
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を

経
過
し
た
日
ま
で
に
そ
の
税
金
を
完
納

し
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
市
は
滞
納
者

の
財
産
（
預
貯
金
、
生
命
保
険
、
不
動
産
、

給
料
、
自
動
車
、
動
産
（
電
化
製
品
や

美
術
品
、
貴
金
属
等
））
を
差
押
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

差
押
え
財
産
の
調
査
の
た
め
、
滞
納

者
の
自
宅
な
ど
の
捜
索
を
行
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。
捜
索
時
に
発
見
さ
れ
た
財

産
は
、差
押
え
さ
れ
ま
す
。「
捜
索
」と
は
、

税
を
徴
収
す
る
職
員
に
認
め
ら
れ
た
権

限
で
、
裁
判
所
の
令
状
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、自
動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
（
写

真
）
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
と
は
、
差
押
え
た
自
動
車
を

運
行
、使
用
さ
せ
な
い
た
め
の
措
置
（
国

税
徴
収
法
第
71
条
）
で
運
行
不
能
状
態

に
す
る
も
の
で
す
。

【
納
税
・
滞
納
処
分
Ｑ
＆
Ａ
】

Ｑ　

う
っ
か
り
し
て
い
て
、
市
税
を
納
め
忘

れ
て
納
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
今
持
っ

て
い
る
納
付
書
で
納
め
ら
れ
ま
す
か
。

Ａ　

手
持
ち
の
納
付
書
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

納
期
限
が
過
ぎ
て
も
、
お
手
持
ち
の
納
付
書
で
、

通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
ま
た

は
、
下
野
市
役
所
各
庁
舎
で
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
納
期
限
が
過
ぎ
て
か
ら
納
付
す
る
場
合
に

は
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

市
税
を
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
し
な

い
と
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

督
促
状
、
催
告
書
が
送
付
さ
れ
て
も
納

付
し
な
い
場
合
は
、
納
税
を
し
て
い
る
方
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
給
与
・
財
産
を
調

査
し
て
差
押
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

財
産
の
差
押
え
を
さ
れ
な
い
た
め
に
は

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。

Ａ　

納
税
相
談
に
よ
っ
て
自
身
の
収
支
状
況

を
お
伺
い
し
、
滞
納
額
に
応
じ
、
分
割
で
完

納
見
込
み
の
あ
る
場
合
な
ど
は
、
差
押
え
を

行
わ
な
い
で
す
む
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

納
税
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

財
産
の
差
押
え
を
さ
れ
た
場
合
、
ど
う

す
れ
ば
解
除
で
き
ま
す
か
。

Ａ　

原
則
と
し
て
、
滞
納
税
額
を
完
納
し
な

い
限
り
差
押
え
は
解
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

市町村税徴収強化月間

税
金
を
納
め
忘
れ
る
と…

税
金
を
納
め
忘
れ
る
と…

市
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

11
月
〜
12
月
は

市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
☎（
40
）５
５
５
４

税税
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原
動
機
付
自
転
車
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
７
月
１
日
か
ら
交
付
し

て
い
ま
す
。
交
付
は
無
料
で
行
え
ま
す
の

で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
に
変
更
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
車
種

　

・
原
付
一
種　
（
50
㏄
以
下
） 
白
色

　

・
原
付
二
種
乙
（
90
㏄
以
下
） 

黄
色

　

・
原
付
二
種
甲

　
　
（
１
２
５
㏄
以
下
） 

桃
色

　

・
ミ
ニ
カ
ー 

水
色

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

所
有
者
及
び
届
出
者
の
印
鑑
、
車
両
情

報
（
車
名
、
車
台
番
号
、
排
気
量
、
型
式

認
定
番
号
な
ど
）、
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
交
換
の
場

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
に

変
更
し
て
み
ま
せ
ん
か

合
は
、
現
在
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
名

義
変
更
の
場
合
は
、
譲
渡
証
明
書
ま
た
は

旧
所
有
者
の
印
鑑
も
必
要
で
す
。

■
交
付
場
所

　

 

市
民
課
（
国
分
寺
窓
口
・
南
河
内
窓
口
・

石
橋
窓
口
）

■
そ
の
他

・
番
号
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。

・ 
番
号
変
更
に
伴
い
、
自
賠
責
保
険
等
の

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

加
入
し
て
い
る
保
険
会
社
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

☎（
40
）５
５
５
４

栃木税務署
からの

お知らせ

オリジナルナンバー／栃木税務署からのお知らせ

ど
）、、
交
換
の
場場

平成25年分　年末調整説明会のお知らせ
　給与所得者に係る年末調整説明会を下記の日程により開催します。
　出席の際には「年末調整のしかた」及び「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」をご持参ください。

対　　象 開催日 開催時間 開催場所
栃木市・岩舟町・壬生町
に所在する源泉徴収義務者

11月19日
（火）

午前10時～11時45分 栃木市文化会館
大ホール午後2時～3時45分

下野市・小山市・野木町
に所在する源泉徴収義務者

11月20日
（水）

午前10時～11時45分 小山文化センター
大ホール午後2時～3時45分

都合により、指定された会場に出席できない場合には、他の会場に出席することができます。

■平成２５年分　決算等説明会のお知らせ
　青色申告決算書や白色収支内訳書の作成に当たっての説明会を下記の日程により開催します。
　不動産所得のある方についても、適宜下記のいずれかの説明会にご出席いただけます。
　使用する資料は、当日、会場で配付します。

対象 開催日 開催時間 開催会場

青色申告者 農業所得関係 12月5日
（木）

午前10時～正午
栃木市文化会館
小ホール

営業所得関係 午後2時～4時
白色

記帳制度適用者（※）
農業所得関係 12月6日

（金）
午前10時～正午

営業所得関係 午後2時～4時
（※） 記帳制度適用者とは、前年又は前々年の不動産所得、事業所得及び山林所得の金額の合計額が300万円を超

える白色申告者をいいます。
ご不明の点につきましては、下記までお気軽にお問合せください。

 ■問い合わせ先 栃木税務署 法人課税第一部門 ☎0282-22-0885（代表）
   ※自動音声案内の「２」をお選びください。
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相
談
か
ら
支
援
へ

　

虐
待
の
疑
い
が
あ
る
子
ど
も
を
発
見
し

た
方
か
ら
の
通
告
や
、
自
分
の
行
っ
て
い

る
こ
と
は
虐
待
で
は
な
い
か
と
悩
ん
で
い

る
保
護
者
な
ど
か
ら
も
相
談
を
受
付
け
て

い
ま
す
。通
告
や
相
談
か
ら
家
庭
へ
の「
支

援
」
が
始
ま
り
ま
す
。

地
域
と
の
連
携

　

家
庭
相
談
員
や
保
健
師
が
市
内
の
保
育

園
や
幼
稚
園
、
学
校
、
学
童
保
育
室
、
児

童
館
な
ど
に
出
向
き
、
虐
待
の
防
止
と
早

期
発
見
、
早
期
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
民
生
委
員
、
主

任
児
童
委
員
、
学
校
、
医
療
機
関
、
児
童

相
談
所
、
警
察
、
健
康
増
進
課
な
ど
の
関

係
機
関
で
構
成
す
る
「
下
野
市
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
」
と
連
携
し
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

市
の
Ｐ
Ｒ
活
動

地
域
と
の
連
携

　

今
年
度
は
、
児
童
虐
待
防
止
講
演
会
と

し
て
、
8
月
20
日
に
日
本
メ
ン
タ
ル
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
協
会 
理
事
長 　

鈴
木　

稔
氏

よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
よ
そ

１
０
０
名
の
市
民
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

11
月
は
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
）
と

し
て
、
天
平
の
芋
煮
会
、
下
野
市
産
業
祭

（
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）、
し
も
つ
け
ふ
く
し

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
、

啓
発
用
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
配
布
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
各
庁
舎
に
の
ぼ
り
旗
を
設
置

し
、
全
職
員
が
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
着
用

　
「
児
童
虐
待
」
と
い
う
言
葉
を
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
見
た
り

聞
い
た
り
す
る
と
、
特
別
な
事
件
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
虐
待
は
皆
さ
ん
の
身
近
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
深
刻
な
社
会
問
題
で
、そ
の
相
談
件
数
は
年
々

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
市
へ
の
虐
待
相
談
で
も
、

特
に
身
体
的
虐
待
が
増
加
し
て
お
り
、
平
成
24
年
度
に
は
全

体
の
68
％
を
占
め
ま
し
た
。

　

市
で
は
「
児
童
の
生
命
及
び
安
全
の
確
保
を
最
優
先
に
す

る
」
こ
と
を
基
本
に
、
虐
待
の
防
止
と
早
期
発
見
・
早
期
対

応
に
よ
る
深
刻
化
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

★
み
ん
な
で
守
ろ
う
！

　
　
　

子
ど
も
の
笑
顔
★

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

し
啓
発
に
努
め
ま
す
。

虐
待
に
気
づ
く
き
っ
か
け
は

〇
子
ど
も
が
…

・
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

・
衣
服
や
家
が
極
端
に
不
衛
生

・
頻
繁
に
傷
や
ア
ザ
が
で
き
る

・
服
に
隠
れ
て
い
る
場
所
や
顔
に
傷
や
ア

ザ
が
あ
る

・
子
ど
も
だ
け
で
長
時
間
過
ご
し
て
い
る

〇
親
が
…

・「
子
ど
も
を
甘
や
か
す
の
は
よ
く
な
い
」

と
強
調
す
る

・
親
の
怒
鳴
り
声
、
叱
り
つ
け
る
声
な
ど

が
聞
こ
え
る

・
親
族
や
地
域
と
交
流
が
な
い

・
家
庭
内
で
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ

Ｖ
）
が
あ
る

子
育
て
へ
の
支
援　

〜
妊
娠
・
出
産
か
ら
産
後
の
育
児
へ
〜

育
児
へ
の
不
安
軽
減

　

育
児
ス
ト
レ
ス
が
児
童
虐
待
の
大
き
な

要
因
の一つ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
健
康

増
進
課
で
は
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
す

べ
て
の
妊
婦
か
ら
、
育
児
へ
の
不
安
や
支
援

者
に
つ
い
て
聞
き
取
り
、
必
要
に
応
じ
て
保

健
師
が
妊
婦
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
出
産
前
か
ら
の
支
援
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
妊
婦
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
安
心
し
て
出
産
に
臨
め
る
よ

う
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

　

出
産
後
の
育
児
不
安
や
孤
立
化
を
防
ぐ

た
め
、
生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
全
戸
訪

問
（
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
）
で
、

支
援
が
必
要
な
家
庭
の
把
握
に
努
め
る
ほ

か
、
養
育
支
援
家
庭
訪
問
の
利
用
を
勧
め

る
な
ど
、
育
児
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
手
助
け

を
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
相
談

　

子
育
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
れ
ば
、
相
談

し
ま
し
ょ
う
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健
康
増
進
課
（
母
子
保
健
グ
ル
ー
プ
）

　

☎（
52
）１
１
１
６

児
童
福
祉
課
（
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
）

　

☎（
52
）１
１
１
４

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

　

☎（
43
）１
２
３
３

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

　

☎（
48
）５
５
３
０

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

　

☎（
39
）６
３
０
５

オレンジリボンキャンペーン
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虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

　

あ
な
た
の
勇
気
で
救
わ
れ
る
子
ど
も

が
い
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

児
童
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

　

受
付
時
間
／
月
〜
金

　

：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

栃
木
県
南
児
童
相
談
所

　

☎
０
２
８
２（
24
）６
１
２
１

　

受
付
時
間
／
月
〜
金

　

：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

児
童
虐
待
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
２
８（
６
６
５
）３
６
７
７

　

受
付
時
間
／
月
〜
金

　

：
午
後
５
時
15
分
〜
午
前
８
時
30
分

　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

：
24
時
間

　

受
付
時
間
／
年
中
無
休
：
24
時
間

オレンジリボンキャンペーン

児童虐待は親だけの問題ではありません。
親も自分自身の苦しさに気付かないことがあります。

近隣からの通告や相談は、虐待の解決にとても有効です。

手遅れになる前にためらわず、ご連絡ください。

虐待かも? 通告する!
は国民の義務です

でも、もし間違いだったら
悪い気がするし…。

しつけのために
　　叩いているんだろう。
家族の考え方なら
　　　　しょうがないよ…。

ご近所だから、トラブルになったら嫌だわ…。
うちが言いつけたってわかっちゃうよねぇ。

通告後、子どもと親はどうなるの？　親が怒って虐待がエスカレートしないの？

〇家庭相談員や保健師等が責任をもって調査・対応します。
〇親を責めるのではなく、子育ての支援が始まります。
〇通告や市の調査によって、虐待の悪化がないように慎重に調査をして対応します。
〇個人情報の保護により、通告した方の情報はもちろん、その家庭の情報は守られます。

　虐待でなかったとしても、
　　　　　通告者に責任はありません
確信がなくても「もしかして」「～な気がする」の
みでもご連絡ください。

しつけと虐待は違います！
叩いて叱る、怒鳴る、家の外に出す、罰として食
事を与えないなどは、子どもの心身に痛みを与
える有害な行為であり、しつけではありません。
「虐待」になる可能性があります。

　通告者が誰であるかを
　　　　　教えることはありません
「ご近所の方」や「お隣の方」など特定されるかも
しれない内容は伝えません。
通告は匿名でもかまいません。

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.11
15



国民年金
だより
問い合わせ先

市民課　☎40-5556
栃木年金事務所
☎0282-22-6074、4134

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ

ま
す

年
金
マ
メ
知
識

年
金
手
帳
の
再
交
付
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
年
の
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
25
年
1
月
1
日
か
ら

9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書（
ま

た
は
領
収
証
書
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、平
成
25
年
10
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、翌

年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
も
、ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ご

家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添

付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、控
除
証

明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話

番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
0
5
7
0

－

0
7
0

－

1
1
7

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
、ま
た
は

0
7
0

－

5
＊
＊
＊
、0
7
0

－

6
＊
＊

＊
で
始
ま
る
電
話（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）で
お
か
け

に
な
る
場
合

　
「
0
3

－

6
7
0
0

－

1
1
3
0
」

■
受
付
期
間

　

11
月
1
日
㈮
〜
平
成
26
年
3
月
14
日
㈮

○
月
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

○
火
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

○
第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

･
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、火
曜
日
に
午

後
７
時
ま
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

･
祝
日
、12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
の
際
の
注
意

　

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、一
般
の
固
定
電
話
か

ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は
全
国
ど
こ
か
ら

で
も
、市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　

た
だ
し
、一
般
の
固
定
電
話
以
外
（
携
帯

電
話
等
）か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は
通
常

の
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

　
「
0
3
―
6
7
0
0
―
1
1
3
0
」の
電

話
に
お
か
け
に
な
る
場
合
は
、通
常
の
通
話

料
金
が
か
か
り
ま
す
。

　
「
0
5
7
0
」の
最
初
の
「
0
」を
省
略
し

た
り
、市
外
局
番
を
つ
け
て
間
違
い
電
話
に

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す

の
で
、お
か
け
間
違
い
に
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

年
金
手
帳
を
紛
失
、ま
た
は
き
損
し

た
と
き
は
、被
保
険
者
ま
た
は
被
保
険

者
で
あ
っ
た
人
が
所
定
の
手
続
き
先
へ

申
請
す
る
こ
と
で
、再
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
書
ま
た
は

　

口
座
振
替
で
支
払
っ
て
い
る
方
の
場

　

合（
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
ま

　

た
は
任
意
加
入
被
保
険
者
）

▼
住
所
地
の
市
区
町
村
役
場
で
お
手
続
き

○
お
勤
め
さ
れ
て
い
る
方
で
、厚
生
年

　

金
保
険
の
被
保
険
者
の
場
合

▼
勤
務
す
る
事
業
所
を
経
由
し
て
ま
た

　

は
直
接
、事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄

　

す
る
年
金
事
務
所（
郵
送
の
場
合
は

　

事
務
セ
ン
タ
ー
で
も
可
）

○
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者

　

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

　
（
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
の
場
合
）

▼
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
を
経
由

　

し
て
ま
た
は
直
接
、事
業
所
の
所
在

　

地
を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所

　
（
郵
送
の
場
合
は
事
務

　

セ
ン
タ
ー
で
も
可
）

国民年金だより
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守
っ
て
く
だ
さ
い
！
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー

ワ
ン
ち
ゃ
ん
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
！

む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
こ
と
！

危
害
や
迷
惑
の
発
生
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

ワ
ン
ワ
ン
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

最
近
、野
犬
の
苦
情
が
県
動
物
愛

護
指
導
セ
ン
タ
ー
に
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は
リ
ー
ド
が

は
ず
れ
て
し
ま
っ
た
ワ
ン
ち
ゃ
ん
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。常
日
頃
か
ら
鑑

札
や
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
首
輪

に
つ
け
、綱（
リ
ー
ド
）の
点
検
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　

散
歩
中
の「
ふ
ん
」な
ど
近
隣

の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
な
い

よ
う
必
ず
持
ち
帰
り
、適
切
な
方

法
で
処
分
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

し
つ
け
や
訓
練
を
し
て
、人
に
危

害
を
加
え
た
り
鳴
き
声
な
ど
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◆
盲
導
犬
体
験

◆
ア
ジ
リ
テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー

◆
犬
の
体
脂
肪
測
定
コ
ー
ナ
ー

◆
し
つ
け
コ
ン
テ
ス
ト

　

自
慢
の
わ
ん
ち
ゃ
ん
と
コ
ン

テ
ス
ト
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

･
参
加
定
員
20
名

･
事
前
申
込
み
は
環
境
課

5
5
5
9
ま
で

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
若
干
名
の
受
付
も
あ
り

ま
す
。）

　

む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
て
し
ま
う
と
、一
匹
一
匹
を
適
正
に
飼
養
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。き
ち
ん
と
飼
養
で
き
る
よ
う
管
理
し
ま
し
ょ

う
。

■
日
時

　

11
月
24
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
正
午

　
（
雨
天
中
止
）

■
場
所

　

別
処
山
公
園
西
側
駐
車
場

　
（
下
野
市
絹
板
６
１
１―

１
）

■
催
し
物

◆
動
物
健
康
相
談
・
し
つ
け
相
談

　

獣
医
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
相
談

に
お
答
え
し
ま
す
。

◆
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

狂
犬
病
予
防
注
射
の
大
切
さ

な
ど
。

◆
子
犬
・
子
猫
の
里
親
さ
が
し

　

動
物
友
の
会
に
よ
る
里
親
さ

が
し
。

◆
ワ
ン
ワ
ン

　

ク
イ
ズ

　

ク
イ
ズ
に
答

え
て「
お
散
歩

わ
ん
ち
ゃ
ん
バ

ル
ー
ン
」を
も

ら
お
う
！

◆
警
察
犬
の
公

　

開
訓
練

　

訓
練
の
様
子

を
見
学
で
き
ま

す
。

☎（
40
）

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
何
月
で
し
ょ
う
か
？

問
1　
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ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
茂
原

か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
石
橋
地
区
の
皆
様
へ
〜

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
！

汚
泥
発
酵
肥
料「
す
く
す
く

君
」の
無
料
配
付
に
つ
い
て

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
！！

資
源
収
集「
小
枝
」

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ご
み

の
出
し
方
の
お
願
い
！

　

11
月
18
日
㈪
〜
22
日
㈮
の
間
、

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
茂
原
で
破
砕
機
の

修
繕
工
事
が
行
わ
れ
る
た
め
、
家

具
類
・
布
団
・
木
の
枝
な
ど
の
可

燃
性
粗
大
ご
み
の
直
接
搬
入
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
と
循
環
型
社
会
を

目
指
し
、 〝
「
小
枝
」
の
日
〞に
剪

定
枝
を
分
別
収
集
し
て
い
ま
す
。

市
内
全
域
で
4
月
か
ら
9
月
の
収

集
量
は
約
41
ト
ン
で
す
。

〝
剪
定
枝
〞を
紙
ま
た
は
麻
ひ
も
で

束
ね
て
！

　

剪
定
し
た
枝
は
、
行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
の〝
小
枝
の
日
〞に
束
ね
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
束
ね
る
際

は
で
き
る
だ
け
紙
・
麻
ひ
も
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
引
き
続
き
ご

み
減
量
化
と
分
別
収
集
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

　

住
宅
の
庭
先
を
含
む
野
外
で

の
ご
み
の
焼
却
行
為（
野
焼
き
）

は
違
法
行
為
で
す
。一
部
の
例
外

を
除
き
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。違
反
し
た
場
合
、

５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１

０
０
０
万
円（
法
人
は
３
億
円
）

以
下
の
罰
金
ま
た
は
こ
れ
ら
の

併
科
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

例
外
と
さ
れ
た
場
合
で
も
周
辺

環
境
へ
の
悪
影
響
が
認
め
ら
れ

る
と
き
に
は
、直
接
指
導
に
伺

い
、行
為
を
中
止
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
は
焼
却
せ
ず
、き
ち
ん
と

分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
例
外
と
な
る
場
合

･
廃
棄
物
処
理
法
の
基
準
に
適
合

し
た
焼
却
炉
で
焼
却
す
る
場
合

･
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
社
会
の
慣

習
上
や
む
を
得
な
い
も
の

･
農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る

も
の

･
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営

む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の

焼
却
で
あ
っ
た
軽
微
な
も
の

庭
で
草
む
し
り
し
た

草
を
ご
み
出
し
す
る
と
き

　

草
は
、根
に
土
が
つ
い
て
い
る

と
少
量
で
も
重
量
が
か
さ
ん
で

し
ま
い
ま
す
。

　

ご
み
減
量
化
の
た
め
、草
は
乾

燥
さ
せ
水
分
を
飛
ば
し
、根
に
つ

い
て
い
る
土
を
よ
く
落
と
し
、燃

え
る
ご
み（
生
ご
み
）の
日
に
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

有
害
ご
み
の
出
し
方
！
注
意
！

　

分
け
方
・
出
し
方
は
、行
政
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
の
う
え
分

類
し
、一
つ
の
袋
に
混
入
し
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、ス
プ
レ
ー
缶
は
必
ず
使

い
き
っ
て
穴
を
開
け
て
か
ら
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ル
ー
ル
違
反
の
ご
み
は

収
集
し
ま
せ
ん

　

○
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み

　

○
袋
な
ど
の
種
類
が
違
っ
て

　
　

る
ご
み

　

○
出
す
日
が
違
っ
て
い
る
ご
み

　

○
収
集
終
了
後
に
出
さ
れ
た

ご
み（
朝
８
時
ま
で
に
出
し

て
く
だ
さ
い
）

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
小

山
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
し

尿
処
理
施
設
）
は
、
し
尿
処
理

施
設
で
し
尿
を
処
理
す
る
過
程

で
発
生
し
た
汚
泥
を
脱
水
し
、

生
ご
み
と
混
ぜ
合
わ
せ
、
発
酵

さ
せ
た
汚
泥
発
酵
肥
料
を
家
庭

菜
園
用
と
し
て
市
町
民
（
小
山

市
・
下
野
市
・
野
木
町
・
上
三

川
町
）
の
皆
様
に
活
用
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
汚

泥
発
酵
肥
料
「
す
く
す
く
君
」

の
無
料
配
付
を
11
月
1
日
㈮
か

ら
平
成
26
年
3
月
31
日
㈪
ま
で

に
限
り
実
施
し
ま
す
。

■
配
付
日

　

毎
週
月
曜
日

　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）　

■
配
付
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
配
付
方
法

　

市
町
民
提
供
分
（
家
庭
菜
園
用
）

･
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

･
月
始
め
に
5
0
0
袋
（
15
㎏

／
1
袋
）
の
肥
料
を
用
意
し
、

そ
の
月
の
配
付
は
終
了
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

･
お
一
人
に
つ
き
5
袋
を
原
則

と
し
ま
す
。

■
配
付
場
所
　

小
山
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

駐
車
場
（
小
山
市
大
字
塩
沢

6
0
4
番
地
）

◎
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度　
　

　
「
す
く
す
く
君
」
は
、
国
が
定

め
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
含
む

肥
料
の
暫
定
許
容
値
で
あ
る
４

０
０
Bq
／
㎏
以
下
の
製
品
で
あ

り
、
市
場
に
流
通
可
能
な
肥
料

で
す
。

■
予
約
受
付

　

11
月
1
日
㈮
か
ら
受
付
け
ま

す
。

　

受
付
時
間
：

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
予
約
申
し
込
み
先

　

ア
ク
ア
ペ
ッ
ク
ス
お
や
ま
㈱

　

☎（
37
）
7
6
9
1

い

な
ど

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
11
月
】オ
レ
ン
ジ
の
リ
ボ
ン
を
身
に
着
け
て
児
童
虐
待
防
止
を
推
進
し
ま
す
。
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マ
イ
バ
ッ
グ
で
お
買
い
物

空
き
地
を
適
正
に
管
理

し
て
い
ま
す
か
？

生
ご
み
の
水
切
り
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

犬
猫
の
避
妊
及
び
去
勢

手
術
補
助
金
交
付

に
つ
い
て

　

お
買
い
物
で
何
気
な
く
も

ら
っ
て
い
る
レ
ジ
袋
、買
っ
た
商

品
を
入
れ
家
に
持
ち
帰
っ
た
あ

と
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？
そ

の
役
目
が
終
わ
れ
ば
ご
み
箱
に

直
行
、と
い
う
こ
と
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
の
よ
う

な
使
い
捨
て
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
見
直
す
た
め
に
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
マ
イ
バ
ッ
グ
で
す
。

　

最
近
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の

高
さ
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。繰
り
返
し
使
え
る
マ
イ

バ
ッ
グ
を
使
い
、ご
み
に
な
る
レ

ジ
袋
を
断
れ
ば
、ご
み
の
減
量
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。す
で
に
実
践

し
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、こ
れ

か
ら
と
い
う
方
も
、マ
イ
バ
ッ
グ

で
ご
み
の
減
量
化
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

雑
草
が
伸
び
る
こ
と
に
よ
り

虫
が
発
生
し
た
り
、見
通
し
が
悪

く
な
る
な
ど
近
隣
住
民
の
方
に

迷
惑
を
か
け
て
い
る
空
き
地
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、こ
れ
か
ら
の

乾
燥
す
る
季
節
で
は
、枯
れ
た
雑

草
は
燃
え
や
す
く
、タ
バ
コ
の
投

げ
捨
て
な
ど
に
よ
り
火
災
の
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

空
き
地
を
所
有
し
て
い
る
方

は
、近
隣
住
民
の
方
々
の
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
の
為
に
定
期
的

な
除
草
や
清
掃
な
ど
を
行
い
、適

正
に
管
理
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

市
で
は
、犬
猫
の
無
秩
序
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、周

囲
に
対
す
る
危
害
及
び
迷
惑
の

防
止
を
図
る
と
と
も
に
、動
物
の

愛
護
及
び
管
理
に
つ
い
て
の
意

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、犬
猫
の
避
妊
及
び
去
勢

手
術
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

■
補
助
対
象
者

①
本
市
に
居
住
し
、住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
。

③
そ
の
飼
育
す
る
犬
猫
に
つ
い

て
、獣
医
師
に
お
い
て
避
妊
ま
た

は
去
勢
手
術
を
行
う
者
で
あ
る

こ
と
。

■
補
助
金
の
額 

 

○
避
妊
手
術

　

犬　

５
，０
０
０
円

　

猫　

４
，０
０
０
円  　

 
 

○
去
勢
手
術

　

犬　

４
，０
０
０
円

　

猫　

３
，０
０
０
円   

※

補
助
対
象
は
毎
年
度
１
世
帯

当
た
り
犬
１
頭
及
び
猫
１
匹

■
必
要
書
類

･
下
野
市
犬
猫
避
妊
及
び
去
勢

手
術
補
助
金
交
付
申
請
書

･
下
野
市
犬
猫
避
妊
及
び
去
勢

手
術
補
助
金
交
付
請
求
書 

･
手
術
を
行
っ
た
獣
医
師
が
発

行
し
た
領
収
書
の
写
し 

■
申
請
先

　

手
術
を
行
っ
た
日
か
ら
30
日

以
内
に
環
境
課
窓
口
ま
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
ご
み
が
重
く
な
る
大
き
な

理
由
と
し
て
は
食
べ
残
し
が
多

い
こ
と
と
、
水
分
が
よ
く
切
れ

て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
ご
み
の
重
さ
を
少
な
く
し

た
ら

①
ご
み
収
集
量
の
効
率
が
向
上

し
ま
す
。

②
燃
や
す
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
節
約
で
き
る
な
ど
の
効
果
が

あ
り
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
の
促
進

に
つ
な
が
り
ま
す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
自
動
販
売
機
は
次
の
う
ち
ど
れ
？
①
セ
ン
サ
ー
で
照
明
が
点
灯
す
る　

②
大
き
な
液
晶
画
面
が
つ
い
て
い
る　

③
高
い
と
位
置
と
低
い
位
置
に
商
品
ボ
タ
ン
が
あ
る

問
２　

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の

構
築
と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不

用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
ま
す
』『
譲
っ

て
く
だ
さ
い
』
情
報
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
猫
用
ト
イ
レ
・
折
り
畳
み
式
ベ
ッ

ド
・
夏
用
服
（
女
児
１
３
０
㎝
）・

ベ
ビ
ー
カ
ー
・
猫
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
・

猫
用
室
用
遊
具
・
パ
ン
ダ
ス
キ
ー

（
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
ス
キ
ー
板
）・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
リ
フ
レ
バ
ッ

グ
・
洗
濯
機
Ｎ
Ｗ

－

Ｄ
８
Ｆ
Ｘ
・

ロ
デ
オ
ボ
ー
イ
２
・
ブ
リ
タ
ニ
カ

英
語
教
材
、
テ
ー
プ
と
本

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

・
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
自
転
車
（
幼
児
乗

せ
付
き
）・
ギ
タ
ー
・
第
二
愛
泉
幼

稚
園
制
服
（
女
児
）・
バ
イ
オ
リ
ン
・

南
河
内
第
二
中
学
校　

男
子
ブ
レ

ザ
ー
（
Ｍ
か
Ｌ
）・
ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー

ド
（
１
２
０
、１
３
０
㎝
、男
女
用
）・

国
分
寺
東
小
学
校
体
操
着
、
水
着

一
式
（
男
女
用
、
１
２
０
、１
３
０

㎝
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ

ク
ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
事
業

65
歳
以
上
の
方
に
高
齢

者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
実
施
し
ま
す

予
　
防
　
接
　
種

　

65
歳
以
上
の
方
の
高
齢
者
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
定
期
予
防
接
種
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
個
別
通
知
は
し
ま
せ

ん
の
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方

は
、
市
内
の
受
託
医
療
機
関
で

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

①
下
野
市
内
に
住
所
の
あ
る
接

種
日
に
お
い
て
満
65
歳
以
上

の
方

②
下
野
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
接

種
日
に
お
い
て
満
60
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
方
で
「
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
」
ま

た
は
「
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
」
に

障
が
い
を
有
す
る
方
（
身
体

障
が
い
者
手
帳
1
級
程
度
）

■
接
種
期
間　

　

２
月
28
日
ま
で

※
流
行
前
の
12
月
中
旬
ま
で
の

接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
接
種
回
数　

公
費
に
よ
る
接

種
は
、
１
人
年
１
回

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation

　

高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
で
も

頻
度
の
高
い
肺
炎
球
菌
に
よ

る
、
肺
炎
や
髄
膜
炎
な
ど
の
病

気
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で

す
。
全
て
の
肺
炎
を
予
防
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

肺
炎
球
菌
に
よ
る
感
染
症
の
約

８
割
を
予
防
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①
接
種
日
に
70
歳
以
上
の
方

②
５
年
以
内
に
当
該
予
防
接
種

を
受
け
て
い
な
い
方

※
当
該
予
防
接
種
に
つ
い
て
保

険
適
用
と
な
る
方
を
除
き
ま

す
。

■
助
成
回
数
と
助
成
額

　

１
人（
生
涯
）１
回
、
接
種
費
用

の
う
ち
３
，
５
０
０
円
、
生
活
保

護
受
給
者
は
８
，
０
０
０
円
を
上

限
に
助
成
し
ま
す
。

■
自
己
負
担
額　

　

１
，
３
０
０
円
（
接
種
時
に

医
療
機
関
へ
直
接
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。）

■
持
参
す
る
も
の

　

保
険
証
、
身
体
障
が
い
者
手

帳
（
心
臓
・
腎
臓

･
呼
吸
器
疾
患
等
に
該
当
す
る

方
）

■
予
診
票
等

　

予
診
票
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
の
説
明
書
は
各
医
療

機
関
に
あ
り
ま
す
。

■
受
託
医
療
機
関

　

10
月
号
広
報
を
ご
覧
に
な
る

か
、
健
康
増
進
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　

※
事
情
に
よ
り
、
下
野
市
外
の

医
療
機
関
で
の
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
必
ず
事
前
に
健
康

増
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

■
接
種
方
法

○
小
山
地
区
医
師
会
の
医
療
機

関
（
下
野
市
、
小
山
市
、
上
三
川

町
、野
木
町
）で
接
種
す
る
場
合

①
事
前
に
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

②
接
種
時
に
は
、
医
療
機
関
に
あ

る
予
診
票
に
記
入
し
、
年
齢
・
住

所
を
確
認
で
き
る
保
険
証
等
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

③
接
種
費
用
か
ら
３
，
５
０
０
円

を
控
除
し
た
額
で
の
お
支
払
い

と
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
特

に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
小
山
地
区
医
師
会
以
外
で
接

種
す
る
場
合

　

本
人
の
入
院
や
通
所
の
関
係

で
、
前
述
の
医
療
機
関
以
外
で
接

種
す
る
場
合
は
、
書
類
が
必
要
で

す
の
で
事
前
に
健
康
増
進
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。接
種

後
、
１
年
以
内
に
市
へ
助
成
金
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

ヘルスインフォメーション

☎（
52
）１
１
１
６

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】低
い
位
置
に
も
商
品
選
択
ボ
タ
ン
を
配
置
し
、
背
の
低
い
人
や
車
い
す
の
利
用
者
に
も
使
い
や
す
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
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定
期
の
予
防
接
種

小
児
用
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
が
11
月
１
日
か
ら

変
わ
り
ま
し
た

マ
マ
、パ
パ
、タ
バ
コ

吸
わ
な
い
で
！

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

（
S
I
D
S
）か
ら
赤
ち
ゃ

ん
を
守
り
ま
し
ょ
う

12
月
１
日
は
世
界

　
　

エ
イ
ズ
デ
ー
で
す

お　

知　

ら　

せ

　

小
児
の
細
菌
性
髄
膜
炎
、
菌

血
症
、
重
症
肺
炎
な
ど
の
病
気

を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

■
対
象
者

　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
生

後
2
か
月
か
ら
生
後
60
月
に
至

る
ま
で
の
間
に
あ
る
方

■
変
更
と
な
る
内
容

○
定
期
の
予
防
接
種
に
使
用
す

る
ワ
ク
チ
ン
を
、
沈
降
７
価
肺

炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
か
ら

沈
降
13
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ

ク
チ
ン
に
変
更
な
り
ま
し
た
。

○
追
加
接
種
に
つ
い
て
、
初
回
接

種
終
了
後
60
日
以
上
の
間
隔
を

お
い
た
後
で
あ
っ
て
、
生
後
12
月

に
至
っ
た
日
以
降
に
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

○
長
期
療
養
を
必
要
と
す
る
疾

病
に
か
か
っ
た
方
等
の
定
期
接

種
に
関
す
る
特
例
措
置（
施
行
令

第
１
条
の
２
第
３
項
）の
対
象
者

を
、９
歳（
10
歳
に
至
る
ま
で
）か

ら
５
歳（
６
歳
に
至
る
ま
で
）に

変
更
に
な
り
ま
す
。

■
ご
案
内

　

沈
降
７
価
肺
炎
球
菌
結
合
型

　

10
月
・
11
月
は
「
母
子
保
健

強
調
月
間
」
で
す
。
本
年
度
の

テ
ー
マ
は
昨
年
度
に
引
き
続
き

妊
娠
期
か
ら
の
喫
煙
へ
の
警
鐘

で
す
。
妊
娠
中
の
喫
煙
、
副
流

煙
（
間
接
的
な
喫
煙
）
は
胎
児

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
早

産
・
低
体
重
児
の
誘
因
に
な
り

ま
す
。

　

主
唱
：
母
子
保
健
推
進
会
議

　

後
援
：
厚
生
労
働
省
、
日
本

　

婦
人
科
医
会

　

な
お
、
下
野
市
内
で
保
険
診

療
に
よ
る
禁
煙
治
療
、
禁
煙
指

導
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
は

次
の
と
お
り
で
す
。
海
老
原
医

院
（
☎
44
―
0
1
6
3
）、
小
金

井
中
央
病
院
（
☎
44
―

）、こ
と
う
だ
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
☎

44
―
8
3
4
5
）、佐
藤
内
科
（
☎

53
―
1
3
0
5
）、
若
草
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
☎
40
―
0
1
2
3
）、

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
（
☎

58
―
7
4
6
7
、
午
後
2
時
〜

4
時
、
完
全
予
約
制
）。
直
接
医

療
機
関
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

S
I
D
S
と
は
、そ
れ
ま
で
元

気
だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、事
故
や

窒
息
で
は
な
く
睡
眠
中
に
突
然

死
す
る
病
気
で
す
。原
因
は
、ま

だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。日
本
で

は
、お
よ
そ
６
，０
０
０
人
〜
７
，

０
０
０
人
に
１
人
の
赤
ち
ゃ
ん

が
こ
の
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い

る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。生
後

２
か
月
か
ら
６
か
月
に
多
く
、ま

れ
に
１
歳
以
上
で
も
発
症
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
S
I
D
S
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を

守
る
た
め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
う
つ
ぶ
せ
寝
は
避
け
る

②
た
ば
こ
は
や
め
る

③
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
る

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

　

夜
間
検
査
を
行
い
ま
す
。
無

料
・
匿
名
で
検
査
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

■
日
時

　

11
月
29
日
㈮

　

午
後
３
時
〜
８
時
30
分

　

※
予
約
不
要

■
場
所

　

小
山
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
（
希
望
に
よ
り
、

梅
毒
検
査
も
同
時
に
受
け
ら
れ

ま
す
）

■
検
査
結
果

　

即
日
（
約
30
分
）

※
感
染
が
疑
わ
れ
る
出
来
事
が

あ
っ
た
日
か
ら
、
12
週
間
以
上

経
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

○
相
談
は
随
時
受
付
け
て
い
ま

す
。

○
毎
週
水
曜
日（
受
付
午
後
１
時

〜
2
時
）に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
・
性
感

染
症
検
査（
梅
毒
、ク
ラ
ミ
ジ
ア
、

淋
菌
）・
B
型
、C
型
肝
炎
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー　

☎（
22
）１
２
１
９

ク
チ
ン
の
接
種
を
す
べ
て
完
了

し
８
週
間
以
上
経
過
し
た
後

に
、
沈
降
13
価
肺
炎
球
菌
結
合

型
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
場
合

に
も
、
追
加
６
種
類
に
対
す
る

抗
体
は
上
昇
す
る
と
さ
れ
て
お

り
、
希
望
者
が
任
意
で
接
種
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
無
料

（
定
期
接
種
）
と
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

厚
生
労
働
省
の
専
門
家
会
議

で
検
討
の
結
果
、
社
会
全
体
の

利
益
は
限
定
的
で
あ
る
と
さ
れ

た
た
め
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

す
。

産

7
0
0
0

☎（
52
）１
１
１
６

ワ

ち
ん
こ
う

ち
ん
こ
う

ち
ん
こ
う

ち
ん
こ
う

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

次
の
う
ち
、
最
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
も
の
は
ど
れ
？
①
車
い
す
リ
フ
ト　

②
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー　

③
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

問
３　
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

下
野
市
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ

健
　
　
診

相
　
　
談

　

市
に
お
け
る
各
が
ん
検
診

は
、
集
団
検
診
と
医
療
機
関
（
個

別
検
診
）
の
選
択
方
式
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
医
療
機
関
（
個
別
検

診
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
受
診
回
数

　

年
度
内
１
回
で
す
。
集
団
検

診
と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ

ん
。

■
実
施
期
間

　

12
月
31
日
ま
で

■
実
施
方
法

①
大
腸
が
ん
の
検
査
容
器
と
問

診
票
等
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま

す
。

②
検
査
結
果
は
、
後
日
医
療
機

関
で
確
認
し
、
結
果
通
知
書
を

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
集
団
検
診
に
つ
い
て
は
平
成

25
年
度
受
診
券
・
下
野
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
行
政
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
健

康
」
が
大
き
な
社
会
問
題
と
し

て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に

も
相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い

を
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
す
る
こ

と
で
、
今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で

も
軽
く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　

11
月
26
日
㈫
、
１
月
21
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

相
談
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

■検診内容

■個別検診医療機関一覧　各医療機関の診察時間に受診してください。

■平成24年度のがん検診の状況
（平成25年9月末現在）

年齢基準・・・平成 25 年度（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日）にその年齢に達する人です。

検診名 対象者 検査内容 個人負担金 受診時必要なもの

大腸がん ４０歳以上

５０歳以上
（男性）

４０歳以上

便潜血反応検査（2日法）

血液検査
（PSA腫瘍マーカー検査）

胸部Ⅹ線直接撮影
（必要に応じて喀痰細胞検査）

前立腺がん

肺がん

無料
平成 25 年度受診
券、保険証

医療機関名 ☎ 医療機関名 ☎ 医療機関名 ☎
石橋総合病院
大栗内科
大柳内科・眼科 
角田内科医院
佐藤内科
島田クリニック
新島内科クリニック
ふじたクリニック

53-1134
53-5850
51-2400
53-5665
53-1305
53-8000
53-8820
51-2727

都丸整形外科

海老原医院
（肺がん検診除く）
岡田医院
小金井中央病院
国分寺さくらクリニック
ことうだ腎クリニック
しもつけ痛みのクリニック

52-1010

44-0163

44-0021
44-7000
40-0203
44-8345
40-0307

宮澤クリニック
山本整形外科医院
しもつけクリニック
南河内診療所
すずき内科・循環器科

若草クリニック
（肺がん検診除く）

44-3309
44-6820
32-6331
47-1070
40-1260

40-0123

石
橋
地
区

国
分
寺
地
区

南
河
内
地
区

国
分
寺

石橋

検診名 がん発見数

3

精密検査者数
受診者数

胃がん検診

肺がん検診

大腸がん
検診

超音波+
マンモグラフィ

超音波のみ

子宮頸がん
検診

前立腺がん
検診

250
2,852

220
6,463

398
6,533
198
2,839

131
3,693

196
2,395

3

13

6

21
253 0

2

9

（人）

（
休
診
日
除
く
）

乳
が
ん
検
診

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】　 

車
い
す
リ
フ
ト
は
車
い
す
の
人
し
か
使
え
ま
せ
ん
し
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
車
い
す
の
人
は
使
え
ま
せ
ん
。
よ
り
多
く
の
人
に
便
利
で
あ
る
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
正
解
で
す
。
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教 

室
・
講 

座

月　　日 受付時間 内　　容 場　所対　象　者
■　保健メモ　■　11月号　11月16日→12月15日

ゆ

き

ゆ

ゆ

ゆ

き

ゆ

ゆ

き

ゆ

ゆ

ゆ
ゆ

き

き

13：00～14：0011月18日（月）

13：15～13：30

9：45～10：00

11月19日（火）

11月20日（水）

8：00～10：00

13：00～14：00

11月25日（月）

11月26日（火）

8：00～10：00
11月27日（水）

9：45～10：00

8：00～10：00

12月2日（月）

12月1日（日）

8：00～10：00

12月3日（火）

12月4日（水）

13：00～14：00

12月11日（水）
12月10日（火）

8：00～10：00

9：45～10：00

12月15日（日） 8：00～10：00

平成25年1月生まれ

平成25年8月生まれ

事前申し込み必要

赤ちゃん広場

フレッシュママ・パパ教室
レッスン２

育児相談：0歳～就学前のお子さん
リトミック：1歳6か月～就園前のお子さん

9か月児健診

平成25年7月生まれ4か月児健診

出産予定日が平成26年1月～3月の方
事前申し込み必要

ポピーくらぶ

事前申し込み必要

平成22年9月生まれ3歳児健診

9：45～10：00 平成25年9月生まれ赤ちゃん広場
13：00～14：00 平成24年5月生まれ1歳6か月児健診

事前申し込み必要

事前申し込み必要

南12月13日（金） 8：00～10：00 事前申し込み必要

ポピーくらぶ
育児相談：0歳～就学前のお子さん
リトミック：1歳6か月～就園前のお子さん

■内容：　　　　　 …特定健診・後期高齢者健康診査・がん検診・ヤング健診　　…子宮頸がん受診可能の日　
■場所：　…ゆうゆう館　　…きらら館　　…南河内公民館

特 が ヤ
ゆ き 南

子• • •後

集団検診
（　・　・　・　）特 が ヤ後

集団検診
（　・　・　・　）特 が ヤ後

集団検診
（　・　・　・　）特 が ヤ後

事前申し込み必要集団検診
（　・　・　・　・　）特 が ヤ 子後

事前申し込み必要（女性限定日）集団検診
（　・　・　・　・　）特 が ヤ 子後

集団検診
（　・　・　・　・　）特 が ヤ 子後

集団検診
（　・　・　・　・　）特 が ヤ 子後

み
そ
汁
塩
分
測
定
会

　

お
う
ち
の
み
そ
汁
計
っ
て
み

そ
！

　

平
成
23
年
度
市
民
の
健
康
と

生
活
習
慣
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
、「
味
噌
汁
、

漬
物
を
1
日
2
回
以
上
と
っ
て

い
る
」
と
答
え
た
市
民
の
割
合

は
29
．
2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

塩
分
は
調
味
料
だ
け
で
な
く

加
工
食
品
な
ど
に
も
多
く
含
ま

れ
て
お
り
、
加
え
て
味
噌
汁
や

漬
物
を
多
く
と
っ
て
い
る
と
塩

分
の
摂
り
過
ぎ
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

ま
ず
1
g
の
減
塩
を
目
指
し

て
、
ご
家
庭
の
味
噌
汁
に
ど
れ

く
ら
い
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る

か
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

11
月
20
日
㈬

　

受
付
：
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

■
場
所　

き
ら
ら
館　

会
議
室

■
定
員　

10
名
（
先
着
順
）※
前

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物　

味
噌
汁
（
1
0
0

㏄
以
上
を
タ
ッ
パ
ー
や
袋
に
入

れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

糖
尿
病
予
防
教
室

　

適
正
な
食
事
と
運
動
に
つ
い

て
学
ん
で
、
自
分
に
で
き
そ
う

な
予
防
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者

･
糖
尿
病
要
指
導
者
の
方
ま
た

は
そ
の
家
族

･
糖
尿
病
治
療
中
で
運
動
可
能

な
方

･
糖
尿
病
予
防
に
興
味
の
あ
る
方

■
定
員　

30
名
程
度

■
場
所　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
費
用　

無
料

■
日
程
（
全
２
回
）

①
11
月
21
日
㈭
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
2
時
30
分

･
糖
尿
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

･
食
品
交
換
表
を
学
ぼ
う

P
a
r
t
1

･
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

･
糖
尿
病
予
防
の
食
事
の
試
食

持
ち
物
：
筆
記
用
具
、
運
動
可

能
な
服
装
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾②
11
月
26
日
㈫
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
2
時
30
分

･
食
品
交
換
表
を
学
ぼ
う

p
a
r
t
2

･
糖
尿
病
ク
イ
ズ

･
食
事
バ
イ
キ
ン
グ
を
し
よ
う

（
試
食
）

持
ち
物
：
筆
記
用
具

■
申
込
期
限　

11
月
14
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

☎（
52
）1
1
1
6

☎（
52
）1
1
1
6

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

国
分
寺
庁
舎
の
ロ
ビ
ー
に
は
馬
形
埴
輪
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
が
、
日
本
に
は
何
千
年
も
前
か
ら
馬
が
生
息
し
て
い
た
。
○
か
×
か
？

問
４　

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.11
23



第
８
回
下
野
市
民
体
育
祭
運
動
会（
石
橋
・
国
分
寺
）と

第
５
回
南
河
内
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
し
た

竹
の
子
ク
ラ
ブ
が

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

関
東
大
会
に
出
場
！

　

８
月
24
日
、
小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
県
選
手
権
大
会
に
お
い

て
、
低
学
年
男
子
の
部
で
、
嶋

田
和
也
（
薬
師
寺
小
４
年
）・

木
島
凛
翔
（
薬
師
寺
小
３
年
）

ペ
ア
が
３
位
に
入
賞
し
、
高
学

年
女
子
の
部
で
は
、
黒
川
璃
子

（
薬
師
寺
５
年
）・
大
塚
梓
海
（
薬

師
寺
小
５
年
）
ペ
ア
が
上
位
成

績
に
よ
り
選
出
さ
れ
、
９
月
16

日
、
埼
玉
県
熊
谷
市
で
開
催
さ

れ
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
関
東
小

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
今
後
更
な
る
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
！

※
随
時
会
員
募
集
中

■
問
い
合
わ
せ
先

　

竹
の
子
ク
ラ
ブ　

中
西

　

☎ 

０
９
０
（
９
１
５
５
）

５
２
１
２

第
８
回
下
野
市

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス

大
会
出
場
者
募
集

■
主
催　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

■
日
時　

12
月
１
日
㈰

　

予
備
日
12
月
８
日
㈰

■
種
目　

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

■
試
合
方
法（
変
更
の
場
合
あ
り
）

　

６
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
（
セ
ミ
ノ
ー
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
方
式
）

■
会
場

　

国
分
寺
運
動
公
園
（
６
面
）

■
参
加
資
格　

オ
ー
プ
ン

■
参
加
料

　

１
組
２
，
５
０
０
円

■
申
し
込
み

　

11
月
11
日
〜
21
日
午
後
５
時

ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
窓
口

で
参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
み
。

　

☎（
52
）１
１
２
４

■
そ
の
他

　

ド
ロ
ー
は
下
野
市
テ
ニ
ス
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
11
月
25

日 

に
発
表
し
ま
す
。

　

 http://hom
epage2.

nifty.com
/SCT

A
/

■
問
い
合
わ
せ
先

　

テ
ニ
ス
協
会　

井
上
和
宏

　

☎ 

０
９
０
（
１
４
６
７
）

０
２
６
５

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

　

10
月
13
日
㈰
、
南
河
内
地
区

で
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

石
橋
地
区
と
国
分
寺
地
区
で
市

民
体
育
祭
運
動
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

■
国
分
寺
地
区
大
会
（
総
合
）

優　

勝　

下
町

準
優
勝　

国
分
Ａ

第
３
位　

川
西

第
４
位　

笹
原

第
５
位　

仲
町

第
６
位　

鈴
苅
町

■
石
橋
地
区
大
会
（
運
動
会
）

優　

勝　

栄
町
西

準
優
勝　

若
林
南

第
３
位　

富
士
見
町

■
石
橋
地
区
大
会
（
総
合
）

優　

勝　

若
林
南

準
優
勝　

栄
町
西

第
３
位　

富
士
見
町

第
４
位　

若
林
北

第
５
位　

本
町

第
６
位　

通
古
町

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】　 

3
世
紀
の
終
わ
り
頃
に
書
か
れ
た「
魏
志
倭
人
伝
」に
は
日
本
に
は
牛
・
馬
・
虎
・
豹
・
羊
・
カ
サ
サ
ギ
無
し
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
5
世
紀
頃
朝
鮮
半

島
か
ら
馬
が
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
こ
れ
以
降
に
造
ら
れ
た
古
墳
か
ら
は
馬
具
等
の
副
葬
品
が
出
土
し
ま
す
。

国分寺地区大会石橋地区大会南河内地区スポーツフェスティバル

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.11
24



柔
道
教
室（
前
期
）参
加

者
募
集

■
主
催

　

下
野
市
体
育
協
会
柔
道
部

■
日
時

　

11
月
19
・
26
日
、
12
月
３
・

10
・
17
日
（
火
曜
日
全
５
回
）

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

■
場
所

　

国
分
寺
中
体
育
館
（
柔
道
場
）

■
対
象
者

　

小
学
生
（
３
年
生
以
上
）、

中
学
生
及
び
一
般

※
経
験
問
わ
ず
。

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み

　

参
加
希
望
者
は
、
11
月
19
日

㈫
午
後
７
時
30
分
に
国
分
寺
中

体
育
館
柔
道
場
へ
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
ま

せ
ん
。
各
自
で
の
加
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

体
育
協
会
柔
道
部　

若
林

　

☎ 

０
９
０
（
１
７
６
７
）

３
２
５
３

■
準
備
品

　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
運
動

靴
、
飲
料
水
、
タ
オ
ル
な
ど

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

（
３
月
ま
で
）

　

こ
れ
か
ら
入
会
さ
れ
る
方
は

月
額
５
０
０
円
と
保
険
料
で
会

員
に
な
れ
ま
す
。
入
会
す
る
と

追
加
参
加
料
不
要
で
、
す
べ
て

の
教
室
に
参
加
で
き
ま
す
。

■
一
般
・
ジ
ュ
ニ
ア
（
高
校
生
）

　

会
費
＋
１
，
８
５
０
円

■
シ
ニ
ア
（
65
才
以
上
）

　

会
費
＋
１
，
０
０
０
円

■
ジ
ュ
ニ
ア
（
中
学
生
以
下
）

　

会
費
＋
８
０
０
円

■
夫
婦
会
員
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
会

員　

会
費
＋
該
当
す
る
保
険
料

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
く
ら
ぶ

国
分
寺
か
ら
の
お
知
ら

せ■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー　

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺
事
務

局
（
火
・
水
・
木
曜
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　

☎（
44
）０
８
４
９

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

情
報

元
気
ワ
イ
ワ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
南
河
内
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内
の

元
気
ワ
イ
ワ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
事
務
局
（
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　

☎（
48
）５
４
０
１

　

 http://gyy-sports.a.la9.
jp/

お
た
め
し
教
室（
陸
上
教
室
）

参
加
者
募
集

■
日
時

　

11
月
16
・
23
・
30
日

　

土
曜
日
全
３
回

　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

■
場
所　

南
河
内
中
校
庭

■
募
集
内
容

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
（
短
・

長
距
離
を
問
わ
ず
）

■
参
加
費

　

会 

員 

４
０
０
円

　

非
会
員 

５
０
０
円

各
教
室
追
加
募
集

　

次
の
と
お
り
追
加
で
教
室
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
曜
日
／
時
間
／
参
加
費
（
会

員
）」
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

■
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

土
曜
日
／
午
前
８
時
30
分
〜

10
時
／
月
１
，
５
０
０
円

■
火
曜
小
学
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

火
曜
日
／
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
／
月
１
，
５
０
０
円

■
大
人
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

　

木
曜
日
／
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
30
分
／
月
１
，
５
０
０
円

■
昼
間
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　

月
２
回
火
曜
日
／
午
後
３
時

〜
４
時
／
回
５
０
０
円

■
夜
間
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　

月
２
回
月
曜
日
／
午
後
７
時
30

分
〜
８
時
30
分
／
回
５
０
０
円

■
昼
間
気
功
＆
太
極
拳
教
室

　

月
２
回
火
曜
日
／
午
後
２
時

〜
３
時
30
分
／
回
５
０
０
円

■
夜
間
気
功
＆
太
極
拳
教
室

　

月
２
回
月
曜
日
／
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
／
回
５
０
０
円

■
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
教
室

　

月
１
回
金
曜
日
／
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
／
回
１
０
０
円

■
Jr.
キ
ン
ボ
ー
ル
教
室

　

月
２
回
水
曜
日
／
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分
／
月
５
０
０
円

■
Jr.
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

月
２
回
木
曜
日
／
午
後
７
時

〜
９
時
／
月
１
，
５
０
０
円

■
Jr.
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

土
・
日
曜
日
／
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
／
月
２
，

０
０
０
円

※
入
会
に
は
別
途
年
会
費
と
保

険
料
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
会

員
外
で
参
加
す
る
場
合
は
参
加

費
が
変
わ
り
ま
す
。

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

　

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
事
務
局（
※
月
・
水
・
金
曜

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）　

☎（
52
）１
１
８
２

ふ
れ
・
ス
ポ
・
デ
ー
参
加
者

募
集

　

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、「
ふ
れ
・
ス
ポ
・
デ
ー
」

と
い
っ
て
、
会
員
で
あ
れ
ば
毎

月
１
回
新
し
い
仲
間
と
ふ
れ
あ

い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き
る

日
を
設
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
と
違
う
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
仲
間
の
も
と
に
集
ま
り
、

気
持
ち
の
い
い
汗
を
な
が
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Let’s SPORTS

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

寺
院
な
ど
の
屋
根
に
葺
か
れ
て
い
る
瓦
に
は
鬼
の
顔
を
か
た
ど
っ
た
鬼
瓦
と
い
う
名
称
の
瓦
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
瓦
は
日
本
で
最
初
に
お
寺
が
造
ら
れ
た
頃
は
鬼

の
顔
で
は
な
く
、
蓮
の
花
の
模
様
だ
っ
た
。
○
か
×
か
？

問
５　

Shimotsuke
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み
ん
な
で
そ
と
ご
は
ん

〜
ア
ウ
ト
ド
ア
料
理
＆

　
　

野
外
遊
び
体
験
講
座
〜

　

自
然
の
中
で
楽
し
く
遊
ぶ
。

み
ん
な
で
作
っ
て
料
理
を
食
べ

る
。
ウ
マ
い
ご
飯
に
ホ
ッ
コ
リ

笑
顔
。

　
こ
の
講
座
は
大
人
も
子
ど
も
と

一
緒
に
な
っ
て
、
遠
慮
な
く
遊
ん

で
し
ま
う
た
め
の
講
座
で
す
。

■
講
座
内
容

・
ア
ウ
ト
ド
ア
料
理
体
験
（
飯
ご

う
炊
さ
ん
、
み
そ
汁
、
ダ
ッ
チ

オ
ー
ブ
ン
に
よ
る
肉
料
理
な
ど
）

※
調
理
に
火
と
刃
物
を
使
用
。

・
野
外
遊
び
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
）
体
験

■
日
時　

12
月
14
日
㈯

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

　

蔓
巻
公
園
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

■
対
象　

小
学
生
の
家
族
10
組

■
材
料
費

　

１
人 

１
，
０
０
０
円

※
持
ち
物
な
ど
詳
細
は
参
加
者

不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

下
野
市
小
中
学
校
音
楽
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

９
月
21
日
㈯
石
橋
中
学
校
体

育
館
に
て
、
第
４
回
「
下
野
市

小
中
学
校
音
楽
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
と
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会

が
運
営
に
あ
た
り
、
参
加
者
と

観
客
あ
わ
せ
て
約
１
，
２
０
０

名
が
集
い
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
た
ち
が
心
を
合
わ

せ
た
音
色
は
、
参
加
者
に
感
動

を
運
び
ま
し
た
。

に
直
接
連
絡
し
ま
す
。

■
応
募
締
切　

11
月
29
日

■
申
込
方
法

　

生
涯
学
習
課
へ
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

（
52
）２
６
２
４

平
成
25
年
度
下
野
市
人
権

教
育
講
演
会
の
お
知
ら
せ

■
演
題

　

｢

今
、
こ
だ
ま
す
と
き｣

〜
み
す
ず
さ
ん
の
ま
な
ざ
し
〜

※
講
演
内
容
の
要
約
筆
記
あ
り

■
講
師　

矢
崎　

節
夫　

氏

　
（
金
子
み
す
ず
記
念
館
館
長
、

童
話
作
家
）

■
日
時　

12
月
７
日
㈯

　

午
後
２
時
〜
４
時

　
（
開
場
１
時
30
分
）

■
場
所

　

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
、
事
前
申
し
込
み

あわただしい年の瀬を迎え、今年の自分にお疲れ様の意味を込めて、
楽しいひと時を過ごしませんか。

バイオリン・ビオラ・ピアノ・歌の楽しいコンサートです。入場無料です。

　　　　１２月１１日（水）１０：００～１１：４５
　　　　　　　　　南河内東公民館　多目的ホール
　　　　【演奏】 トリオ・クメタナ　粂川　吉見　氏他
　　　　【曲目】 アメイジンググレイス・想いの届く日（ガルデル）
 花は咲く・みんなで歌うクリスマスソング　など
　　　　＊吉田保育園児のみなさんが、一部一緒に聞き、歌う場面があります。

■問い合わせ先　南河内東公民館　☎（４８）５５１１

南河内東公民館で　クリスマスコンサート南河内東公民館で　クリスマスコンサート

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
☎（
52
）１
１
１
９

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】　 

7
世
紀
前
半
に
造
ら
れ
た
法
隆
寺
の
若
草
伽
藍
か
ら
は
蓮
の
模
様
を
し
た
鬼
瓦
が
出
土
し
、
こ
の
鬼
瓦
が
日
本
最
古
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
7
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
た
下
野
薬
師
寺
か
ら
も
蓮
華
文
の
鬼
瓦
が
出
土
し
て
お
り
ま
す
。
8
世
紀
前
半
頃
か
ら
鬼
の
顔
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

鬼
瓦
が
登
場
し
て
き
ま
す
。
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平
成
26
年
度

下
野
市
社
会
教
育
指
導
員

募
集
の
お
知
ら
せ

　

勤
務
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格

（
１
）
昭
和
27
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方

（
２
）
高
等
学
校
卒
業
以
上
の

学
歴
を
有
す
る
方

（
３
）
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
社
会
教
育
主
事
の
資
格
を
有

し
、
５
年
以
上
官
公
署
若
し
く

は
社
会
教
育
関
係
団
体
に
お
い

て
社
会
教
育
に
関
係
の
あ
る
職

に
あ
っ
た
方

②
教
育
職
員
の
普
通
免
許
状
を

有
し
、
５
年
以
上
教
育
に
関
す

る
職
に
あ
っ
た
者
で
社
会
教
育

主
事
の
資
格
の
あ
る
方

③
そ
の
他
社
会
教
育
に
係
る
活

動
経
験
が
あ
り
①
、
②
に
掲
げ

る
者
に
相
当
す
る
経
験
が
あ
る

と
教
育
長
が
認
め
た
人
。

※
③
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

（
４
）
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
事
務

処
理
が
で
き
る
方

（
５
）
普
通
自
動
車
免
許(

Ａ
Ｔ

体
）
間
の
連
携
支
援
や
生
涯
学

習
情
報
の
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
及
び
、

施
設
窓
口
業
務
等
施
設
管
理
に

関
す
る
こ
と
。

■
試
験
日
時

　

１
月
22
日
㈬
午
前
９
時

■
試
験
内
容

　

作
文
及
び
面
接
試
験

■
受
験
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、

受
付
期
間
中
に
生
涯
学
習
課

（
下
野
市
石
橋
庁
舎
２
階
）
に

提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
付

期
間
外
・
郵
送
・
書
類
不
備
の

も
の
は
受
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　

11
月
11
日
㈪
〜
12
月
13
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
必
要
書
類

①
受
験
申
込
書

　

生
涯
学
習
課
窓
口
で
配
付
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
写

真
貼
付

③
受
験
票
用
の
写
真
1
枚
（
過

去
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
上

半
身
の
も
の
で
、
縦
４
㎝
・
横

３
㎝
程
度
の
も
の
）

■
合
否
発
表

車
免
許
可)

を
有
す
る
方

■
勤
務
先

　

石
橋
公
民
館
・
国
分
寺
公
民

館
・
南
河
内
公
民
館
・
南
河
内

東
公
民
館
・
生
涯
学
習
情
報
セ

ン
タ
ー

■
勤
務
時
間

　

原
則
と
し
て
月
13
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

※
た
だ
し
、
日
曜
日
・
夜
間
に

勤
務
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

(

行
事
や
講
座
に
よ
る)

　

ま
た
、
出
勤
す
る
曜
日
は
、

行
事
・
職
場
内
の
シ
フ
ト
調
整

等
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

■
採
用
期
間

　

平
成
26
年
４
月
１
日

 

〜
平
成
27
年
３
月
31
日

※
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
認

め
た
場
合
は
、
４
年
を
上
限
と

し
て
再
任
さ
れ
ま
す
。

■
報
酬　

月
額
15
万
円

　
（
下
野
市
の
報
酬
条
例
に
よ

る
額
と
し
、
交
通
費
を
含
む
。）

※
雇
用
保
険
は
加
入
し
ま
す
。

※
社
会
保
険
の
適
用
、
有
給
休

暇
、
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
主
な
仕
事

　

各
種
学
級
講
座
の
企
画
・
運

営
等
や
自
主
活
動
団
体
の
支

援
・
相
談
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
団

　

2
月
中
旬
頃
に
合
否
結
果
を

郵
送
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

「
ゆ
ー
こ
の
部
屋
」

　

９
月
は
思
い
っ
き
り
お
し
ゃ

べ
り
企
画
「
ね
ぇ
ね
ぇ
ね
ぇ
聞

い
て
よ
、
ね
ぇ
ね
ぇ
ね
ぇ
聞
か

せ
て
よ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

普
段
思
っ
て
る
こ
と
を
話
す
、

人
と
出
会
う
、
気
持
ち
を
共
有

す
る
っ
て
元
気
の
素
ね
！
と
サ

ロ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
！

ま
ち
づ
く
り
リ
ク
エ
ス
ト
講
座

　

皆
さ
ん
が
主
催
す
る
学
習
会

等
に
市
職
員
を
講
師
と
し
て
派

遣
し
ま
す
。
下
野
市
に
関
す
る

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
皆

さ
ん
の
自
発
的
な
学
習
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
自
主
グ
ル
ー
プ
や
学

校
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
、
各

分
野
の
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

話す、聞くって元気になるね！

「市のごみの現状」（環境課・南河内第二中学校にて）「税金のしくみ」（税務課）
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　南河内図書館　
■祇園小学校・緑小学校作品展示　1階ロビー
期　間：11 月 1 日㈮～ 11 月 30 日㈯
※図書館休館日でも展示ロビーはご覧になれま
すが、祝日は全館閉館のため入館できません
■読書会
11 月 9 日㈯　午前 10 時～正午
テキスト／堀　辰雄 著 「風立ちぬ」
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
11 月 9 日㈯　①午後 2時～　②午後 3時～
①絵　本 「つぎ、とまります」
　　　　 「ぶかぶかティッチ」
　紙芝居 「どんぐりのあかちゃん」
②絵　本 「とらとほしがき」　ほか
　　　　 「ごぞんじかいけつしろずきん」
　紙芝居 「おうじさまとこうえんたんけん」
■図書と雑誌のリサイクル市
11月 9日㈯・10日㈰　午前9時 30分～午後5時
＜場所＞図書…別館会議室（図書館南駐車場内
プレハブ）、雑誌…図書館入口付近に設置
＜内容＞図書館で除籍した資料等を無料で提供
します。冊数制限はありません。
※本を入れる袋は各自でご用意ください。
■クリスマスカード作り教室
大切な人に手づくりカードを贈りませんか？
日　時：12 月 1 日㈰　午前 10 時～正午
場　所：南河内公民館　1階会議室
講　師：城鳥律子・佐藤きみ子先生
定　員：20名（市内在住の小学 3年生～中学生）
参加費：100 円（材料費）
持ってくるもの：マジックペン、のり、カッ
ター、はさみ、18㎝以上の定規
申込み：11 月 5 日㈫から電話または図書館
カウンターでお申し込みください
問い合わせ先　南河内図書館　☎（48）2395

　石橋図書館　
■細谷小学校作品展示　1階展示コーナー
期　間：11 月 1 日㈮～ 11 月 30 日㈯
■読書会　2階研修室
11 月 13 日㈬　午前 10 時～正午
テキスト／福田 三男 著 ｢下野古麻呂と藤原不
比等｣
■おはなし会　1階おはなしコーナー
11 月 2 日㈯　午後 2時～
　絵　本 「３びきのくま」
 「わらのうし」
11 月 16 日（第 3土曜日）　午後 2時～
　絵　本 「マーシャとくま」
 「おさるとぼうしうり」
■親子ふれあい映画会　2階視聴覚室 

11 月 9 日・23 日・30 日㈯　午後 2時～

　国分寺図書館　
■国分寺中学校作品展示　2階視聴覚室
期　間：11 月 1 日㈮～ 11 月 30 日㈯
※期間中、イベント・講座等で使用のため、入
室できない場合があります
■千明守教授の文学講座　2階視聴覚室
11 月 2 日㈯・9日㈯
　午後 1時 30 分～ 3時 30 分
■国分寺図書館寄席　2階視聴覚室
11 月 3 日㈰　午前 10 時～ 11 時 30 分
出　演：真岡落語研究会　（入場無料）
　　　　要申込み（先着 30 名）
■おはなし会　１階おはなしコーナー
11 月 9 日㈯　午後２時～
　絵　本 「ぱんだのじどうはんばいき」　ほか
■読書会　2階視聴覚室
11 月 16 日㈯　午前 10 時～正午
テキスト／萩原 葉子 著「出発に年齢はない」
■スタッフお楽しみ会　おはなしコーナー
11 月 23 日㈯　午前 10 時 30 分～
内　容：ブックコート体験
持ちもの：本、はさみ、定規

◇旧保健センター改修工事のお知らせ◇
　国分寺図書館隣の旧保健センターの改修工事
が行われています。特に小さいお子さんと来館
される際は工事車両等にご注意願います。期間
中は騒音等もありご迷惑をおかけしますが、ご
理解とご協力をお願いします。
※工事は 12 月末終了予定です。

ＱＲコード

利用案内
■11月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
ファイヤーボール（南） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・　富樫倫太郎
時代劇の見方・楽しみ方（南） ・・・・・・・・・・・・　大石　学
出訴期限（南） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　スコット・トゥロー
星を創る者たち（石） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・谷　 甲州
ユニコーン（石） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　原田マハ
お伊勢ものがたり（石） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・　梶　よう子
さわらびの譜（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　葉室　麟
豆料理きほんのき（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・・　長谷川清美
ねこはい（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・南 　伸坊
＜児童書＞
サラの翼（南） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　稲葉なおと
ニひきのかえる（南） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　渡辺美智雄
おばけにてそうろう（南） ・・・・・・・・・・・・・・・・・　井上洋介
どんぐりカプセル（石） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　市川宣子
にひきのいたずらこやぎ（石） ・・・・・・・・・・松居スーザン
１２種類の氷（石） ・・・・・・・・・エレン・ブライアン・オベッド
ならの木のみた夢（国） ・・・・・・・・・・・・・　やえがしなおこ
妖狐ピリカ・ムー（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　那須田　淳
調べる４７都道府県（国） ・・・・・・・・・・・・・・・　こどもくらぶ

※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館どこでも貸出
（貸出中は予約）が可能です。

Library Inform
ation
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読書人

図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ
2013上半期ベスト！
　今年も残すところ2か月ですね。今
回の読書人は、2013年上半期（4月～
9月）に下野市内3図書館で貸出回数
の多かった本を紹介します。
　あなたは何冊読みました
か？読書の秋です。まだ読
んでいない本がありました
ら、ぜひ図書館で借りて読
んでみてください。

【一般書ベスト 2】
望　郷

湊かなえ　著
文藝春秋

【児童書ベスト 2】
かいけつゾロリ
つかまる !!

原ゆたか　著
ポプラ社

【一般書ベスト 3】
虚像の道化師

東野 圭吾　著
文藝春秋

【児童書ベスト 3】
メガネを
かけたら

所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。
南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

〈一般書〉ベスト10

１「真夏の方程式」 東野 圭吾 著

２「望　郷」 湊 かなえ 著

３「虚像の道化師」 東野 圭吾 著

４「禁断の魔術」 東野 圭吾 著

５「ガソリン生活」 伊坂幸太郎 著

６「旅猫リポート」 有川　浩 著

７「ナミヤ雑貨店の奇蹟」 東野 圭吾 著

８「謎解きはディナーのあとで」 東川 篤哉 著

９「桜ほうさら」 宮部みゆき 著

10「母　性」 湊 かなえ 著

～東野圭吾強し！ミステリー強し！～

〈児童書〉ベスト10

１「実験対決10熱の対決」 ゴムドリco. 著

２「かいけつゾロリつかまる!!」 原 ゆたか 著

３「メガネをかけたら」 くすのきしげのり作

４「くりぃむパン」 濱野 京子 著

５「 かいけつゾロリ
　なぞのスパイとチョコレート」

原 ゆたか 著

６「 かいけつゾロリの
　　　　メカメカ大さくせん」

原 ゆたか 著

７「なぞなぞのみせ」 石津ちひろ 著

８「実験対決９天気の対決」 ゴムドリco. 著

９「 かいけつゾロリあついぜ！
　　　　　ラーメンたいけつ」

原 ゆたか 著

10「かいけつゾロリの
　　　　きょうふのプレゼント」

原 ゆたか 著

～ゾロリシリーズが５作ランクイン！～

東野圭吾と並ぶ人気作家、湊かなえの今
年最初の作品が、僅差で第２位になりま
した。島に生まれ育った人々の複雑な心
模様が事件を生み出します。傑作全６編
の短編集。

指名手配され捕まってしまったゾロリは
奇想天外な脱出作戦を開始します。大人
気かいけつゾロリシリーズはベスト10
になんと5作がランクイン！

第３位は昨年夏に発行されたガリレオシ
リーズ短編集第４弾。ガリレオのクール
＆スマートな推理が冴える１冊です。
１年以上貸出しが途絶えない人気はさす
がです。

人気シリーズが上位を占める中、堂々の
３位になった作品は、クラスで初めてメ
ガネをかけることになった女の子の不安
な気持ちを描いた、心温まる物語です。

  

一
般
書
ベ
ス
ト 

１

  

児
童
書
ベ
ス
ト 

１

真夏の方程式
東野 圭吾　著
文芸春秋

学校勝ち抜き戦

実験対決 10 熱の対決
ゴムドリ co. 文　洪鐘賢 絵

朝日新聞出版
親戚が経営する海辺の旅館で夏休みを
過ごす少年と、仕事で同地を訪れたガ
リレオこと湯川が事件に遭遇する…。
２年前の発売当時も大人気だった作品
ですが、この夏映画化されたことで再
注目された東野圭吾の長編作です。

楽しみながら理科が学べると話題の実
験対決シリーズの第10弾。エネルギー
の転換、熱エネルギーと物質の状態変
化、竜巻の原理など、熱に関する知識
が身に付く１冊です。9巻も 8位にラ
ンクイン。

〈

くすのき しげのり　作
たるいし まこ　絵
小学館

Shimotsuke
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29



　

国
指
定
史
跡
下
野
薬
師
寺
跡
を
説
明
す
る
時

に
必
ず
セ
ッ
ト
で
解
説
す
る
人
物
が
い
ま
す
。

そ
れ
が
下し

も
つ
け
ぬ
あ
そ
ん
こ
ま
ろ

毛
野
朝
臣
古
麻
呂
で
す
。
で
は
、
下

毛
野
氏
と
は
、
ど
の
よ
う
な
氏
族
で
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

下
毛
野
氏
は
、
旧
河
内
郡
中
央
以
南
（
宇
都

宮
市
南
部
・
上
三
川
町
・
下
野
市
南
河
内
地

区
）
を
中
心
と
し
て
都
賀
郡
中
央
（
壬
生
町
・

下
野
市
石
橋
・
国
分
寺
地
区
・
小
山
市
北
部
）

に
か
け
た
地
域
を
本
拠
と
し
た
有
力
な
氏
族

で
、
上
毛
野
氏
と
と
も
に
東
国
統
治
の
伝
承
者

を
祖
と
す
る
下
毛
野
国
の
国こ
く
ぞ
う造
（
地
方
長
官
）

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
の
黒
川
・

思
川
・
姿
川
流
域
や
田
川
流
域
に
は
、
五
世
紀

末
〜
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
首
長
墓
と
呼
ば
れ

る
一
〇
〇
㍍
以
上
の
前
方
後
円
墳
が
数
代
に
わ

た
っ
て
築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
巨
大

古
墳
を
築
造
し
た
「
墓ぼ

域い
き

」、
エ
ジ
プ
ト
の
王

家
の
谷
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
墓
域
の
ほ
か
の
生
活
圏
・
生
産
基
盤
圏
が
ど

こ
ま
で
広
か
っ
た
の
か
が
、
今
後
の
研
究
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
化
（
六
四
五
年
）
以
前
に
有
力
な
地
方
豪

族
と
し
て
「
君き

み

」
の
姓か

ば
ねを
も
つ
下
毛
野
氏
は
、

天
武
天
皇
十
三
年
（
六
八
四
）、
中
央
の
豪
族

と
な
ら
ぶ
「
朝あ

そ
ん臣
」
の
姓
を
賜
り
、
こ
の
頃
に

は
す
で
に
中
央
貴
族
化
し
て
い
た
こ
と
が
資
料

な
ど
か
ら
伺
え
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
、
い
く
ら
地

方
の
有
力
豪
族
で
あ
っ
て
も
地
方
出
身
者
が
中

央
で
官
人
（
役
人
）
に
な
る
こ
と
は
、
ま
っ
た

く
異
例
な
こ
と
で
し
た
。

　

下
毛
野
朝
臣
古
麻
呂
の
名
前
が
、
文
献
に

は
じ
め
て
登
場
す
る
の
は
、
持じ

統と
う

天
皇
三
年

（
六
八
九
）
で
す
。
こ
の
年
代
に
下
野
国
関
係

者
で
個
人
が
特
定
で
き
る
人
は
他
に
い
ま
せ
ん
。

　

古
麻
呂
の
中
央
に
お
け
る
も
っ
と
も
大
き

な
業
績
は
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に
制
定

さ
れ
た
「
大た

い
ほ
う宝
律り

つ
り
ょ
う
令
」
の
編
さ
ん
に
深
く
か

か
わ
っ
た
こ
と
で
す
。『
続し
ょ
く
に
ほ
ん
ぎ

日
本
紀
』
に
よ

る
と
文も

ん

武む

天
皇
四
年
（
七
〇
〇
）
六
月
、
天

皇
か
ら
律
令
の
編
さ
ん
者
と
し
て
、
刑お

さ
か
べ部

親
王
、
藤ふ

じ
わ
ら
ふ
ひ
と

原
不
比
等
を
は
じ
め
と
し
て
、

粟あ
わ
た
あ
そ
ん
ま
ひ
と

田
朝
臣
真
人
・
下
毛
野
朝
臣
古
麻
呂
ら
一
九

人
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
初
の
本
格
的
な

法
律
の
草
案
が
で
き
あ
が
っ
た
七
〇
一
年
、
古

麻
呂
は
皇
族
や
上
級
官
人
に
内
容
を
講
義
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
完
成
し
た
際
の
記
録
に

は
、
刑
部
親
王
・
藤
原
不
比
等
の
次
の
３
番
目

に
古
麻
呂
の
名
前
を
記
し
て
い
ま
す
。
い
か
に

重
責
を
担
っ
て
い
た
の
か
が
、
こ
こ
か
ら
も

わ
か
り
ま
す
。
慶け
い
う
ん雲
二
年
（
七
〇
五
）
に
は

兵ひ
ょ
う
ぶ
き
ょ
う

部
卿
（
兵
部
省
の
長
官
）
に
任
命
さ
れ
、
文

武
天
皇
が
死
去
す
る
と
山さ
ん
り
ょ
う
し

陵
司
（
陵
墓
を
造
る

担
当
官
）、
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
に
は
式し

き
ぶ部

卿
（
式
部
省
長
官
）
に
就
任
し
て
い
ま
す
。
和

銅
二
年
（
七
〇
九
）
十
二
月
二
十
日
「
式
部
卿

大
将
軍
正
四
位
下
」
の
地
位
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
簡
単
に
生
前
の
経
歴
を
ま
と
め
る
と
法

律
を
創
れ
る
ほ
ど
法
律
に
詳
し
く
（
律
令
の
制

定
）、
軍
事
・
兵
事
関
連
の
知
識
も
あ
り
（
兵

部
卿
）、
朝
廷
内
の
人
事
や
儀
式
を
司
り
（
式

部
卿
）、
土
木
技
術
の
知
識
や
工
事
・
事
業
を

監
督
す
る
能
力
（
山
陵
司
）
を
兼
ね
備
え
た
優

秀
な
人
材
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
、「
大
将
軍
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
下
野
の

地
が
、
対
東
北
政
策
上
き
わ
め
て
重
要
な
位
置

に
あ
り
、
任
地
に
赴
く
武
官
の
長
と
し
て
の
技

量
も
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

下
野
市
周
辺
の
発
掘
調
査
で
、
古
墳
時
代
の

終
わ
り
の
頃
の
出
土
遺
物
で
「
渡
来
系
」
の
遺

物
が
出
土
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
県
内
の
渡

来
系
出
土
遺
物
の
大
半
が
当
市
周
辺
で
出
土
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に

『
日
本
書
紀
』
の
持
統
元
年
（
六
八
七
）・
同
三

年
・
同
四
年
（
六
九
〇
）
の
記
事
に
は
下
野
国

に
新し
ら
ぎ羅
人
を
移
住
さ
せ
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
当
市
周
辺
に
は
、
古
代
か

ら
多
く
の
優
秀
な
渡
来
系
の
人
々
が
暮
ら
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
推
測
と
な
り
ま
す
が
、

古
麻
呂
の
血
縁
関
係
者
に
は
、
渡
来
系
の
人
物

が
お
り
、
古
麻
呂
は
数
か
国
語
を
達
者
に
使
い

こ
な
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
市
は
古
代

か
ら
国
際
色
豊
か
な
土
地
柄
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

「
下し

も
つ
け毛

野ぬ

朝あ

臣そ
ん

古こ

麻ま

ろ呂
」
―
そ
れ
っ
て
だ
れ
？
―

文武天皇陵…奈良県明日香村の高松塚古墳の南約
300ｍに宮内庁指定の陵墓があります。しかし、近
年の研究ではこの陵墓とは別に高松塚古墳の北側約
300ｍに位置する中尾山古墳（八角墳）とする意見
が有力です。

用　語　解　説

制兵式を優まの置技

Shimotsuke
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新・下野市風土記

新
・

下
野
市
風
土
記

下
野
市
教
育
委
員
会　

文
化
課
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詳しくは33ページ ➡

詳しくは36ページ ➡

詳しくは37ページ ➡

詳しくは42ページ ➡

見逃せない !  今月特に注目情報 5つ !

5

4

3

2

1

詳しくは32ページ ➡

イベント
ゆうゆう館の露天風呂
竣工オープン

お知らせ
「自治基本条例を知ろ
う！」開催のお知らせ

募　集
市民農園の利用者を
募集します

お知らせ
下野市こども通園セン
ター「けやき」開園の
お知らせ

イベント
下野スイーツ＆ブレッ
ドグルメフェア開催

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

Shimotsuke

イ
ベ
ン
ト

グ
リ
ム
の
森
イ
ベ
ン
ト

弦
楽
四
重
奏「
ジ
・
ア
ニ
メ
」

12/15
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
ア
ニ
メ

ソ
ン
グ
を
本
格
的
な
弦
楽
四
重
奏

で
演
奏
し
ま
す
。

弦
楽
器
の
音
色
を
じ
っ
く
り
聴

い
た
り
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
を
一
緒

に
歌
っ
た
り
、
小
さ
な
お
子
様
も

一
緒
に
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。

■
日
時　

12
月
15
日
㈰

午
後
２
時
開
演

■
演
奏

バ
ラ
ダ
ン
・
カ
ル
テ
ッ
ト
、
柴

田
晶
子（
口
笛
）、
投
野
彩
果（
歌
）

• 

第
一
楽
章
：
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド

・ 

第
二
楽
章
：
弦
楽
器
ス
ト
ー
リ
ー

•
第
三
楽
章
：
ジ
ブ
リ
の
世
界

• 

第
四
楽
章
：
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
を

歌
お
う

■
前
売
入
場
券　

お
と
な
１
，５
０
０
円

こ
ど
も
５
０
０
円

■
前
売
券
販
売
所

グ
リ
ム
の
館
、
下
野
市
内
公
民

館
（
国
分
寺
、
南
河
内
、
南
河
内

東
、
石
橋
）、
Ｆ
Ｋ
Ｄ
イ
ン
タ
ー

パ
ー
ク
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
e
+

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

☎（
52
）１
１
８
０

「
ふ
れ
あ
い

　

コ
ン
サ
ー
ト
」開
催

11/26
生
演
奏
を
き
い
て
ゆ
っ
た
り
と

し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

で
は
、
心
に
響
く
生
演
奏
会
を
開

催
し
ま
す
。
お
子
様
と
ご
一
緒
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
26
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
演
奏
者

ビ
オ
ラ　
　
　

川
吉
見

ピ
ア
ノ　
　
　

田
中
純
子

バ
イ
オ
リ
ン　

川
正
子

■
演
奏
曲
目

•
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
、

ユ
モ
レ
ス
ク
、
花
は
咲
く
、
崖
の

上
の
ポ
ニ
ョ
ほ
か
10
曲
。

■
申
し
込
み　

不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

☎（
43
）１
２
３
３
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下
野
ス
イ
ー
ツ
＆
ブ
レ
ッ
ド

グ
ル
メ
フ
ェ
ア
開
催

11/16・17
下
野
市
の
新
た
な
魅
力
を
発
掘
、

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
定
着
を
図

る
た
め
、
市
内
の
和
洋
菓
子
や
パ

ン
を
集
め
た
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
を
開

催
し
ま
す
。

ご
家
族
や
お
友
達
と
い
っ
し
ょ

に
、
見
て
味
わって
み
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
同
会
場
で
下
野
ブ
ラ
ン

ド
の
展
示
等
も
行
い
ま
す
。

■
開
催
日
時

11
月
16
日
㈯
・
17
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
会
場

道
の
駅
し
も
つ
け

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

■
主
催

下
野
市

㈱
道
の
駅
し
も
つ
け

■
ア
ン
ケ
ー
ト

会
場
で
お
買
い
あ
げ
い
た

だ
い
た
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
を
お
配
り
し
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
に
は
粗
品

を
進
呈
し
ま
す
。（
両
日
と

も
先
着
５
０
０
名
）

■
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

☎（
48
）２
１
１
２

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

1

■
出
店
者
一
覧

・
グ
リ
ム
工
房
（
下
長
田
）

・
こ
だ
わ
り
ぷ
り
ん
の
お
店

　

エ
ク
リ
ュ
（
下
古
山
）

・
萬
屋
（
石
橋
）

・
エ
ー
ル
（
薬
師
寺
）

・
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー

　

リ
ー
ル
（
薬
師
寺
）

・
シ
ョ
コ
ラ
（
薬
師
寺
）

・
お
か
し
の
け
や
き

　

道
の
駅
し
も
つ
け
店

・
パ
ン
デ
パ
ル
ク 

逢

　

道
の
駅
し
も
つ
け
店

・
欧
風
菓
子

　

グ
リ
ン
デ
ル
ベ
ル
グ

　

道
の
駅
し
も
つ
け
店

・
ト
ラ
ベ
ル
ス
イ
ー
ツ

　

ブ
ル
ー
ジ
ュ

　

道
の
駅
し
も
つ
け
店

・
街
の
フ
レ
ン
チ
洋
食

　

レ
ス
ト
ラ
ン

　

ふ
じ
ゅ
う
（
柴
）

・
松
屋
菓
子
店
（
小
金
井
）

・
工
房　

つ
ば
さ
（
箕
輪
）

・
国
分
ふ
る
さ
と
を

　

つ
く
る
会
（
国
分
寺
）

※
都
合
に
よ
り
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

下野薬師寺歴史館　秋のイベント

申し込み・問い合わせ先 下野薬師寺歴史館 ☎0285-47-3121 下野市薬師寺 1636

◇会場　道の駅しもつけ　会議室

◇時間　13:30 ～ 15:00　（開場は 13:00）

◇時間　9:00 ～ 17:00　（下野薬師寺歴史館集合・解散）

◇参加費　1,000 円（昼食代・入館料	等）

＊事前申し込みが必要です。11 月 28( 木 ) までに
　歴史館へお電話でお申込みください。

＊事前申し込みが必要です。11 月 17 日 ( 日 ) までに
　歴史館へお電話でお申し込みください。

＊道の駅駐車場は混雑が予想されますので、歴史館
　駐車場をご利用ください。(約 1.2 キロ、徒歩約 15 分）

周辺地域に点在する「しもつけ古墳群」について学ぶための講演会及び見学会です。
個々の史跡探訪では捉えにくい古墳群の全貌にせまります！！

◇定員　150 名

◇定員　40 名

＊訪問地は変更になる場合があります。
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ベ
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集
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職

ゆ
う
ゆ
う
館
の

　

露
天
風
呂
竣
工
オ
ー
プ
ン

12/1
６
月
下
旬
か
ら
ゆ
う
ゆ
う
館
の

天
平
乃
湯
西
側
で
工
事
を
行
っ
て

い
た
露
天
風
呂
が
今
月
中
に
完
成

し
ま
す
。
四
季
折
々
の
花
が
鑑
賞

で
き
る
和
風
と
洋
風
の
露
天
風
呂

で
す
。

12
月
１
日
㈰
午
前
10
時
か
ら
入

浴
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
ゆ
う
ゆ
う
振
興

会
が
大
広
間
の
カ
ラ
オ
ケ
を
無
料

に
し
ま
す
。
ま
た
、
午
後
２
時
〜

３
時
ま
で
地
元
の
演
歌
歌
手
に
よ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

ゆ
う
ゆ
う
館

☎（
43
）１
２
３
１

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館
で

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

11/17毎
月
第
３
日
曜
日
は
、「
ふ
れ
あ

い
館
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
日

■
場
所　

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館

■
日
時　

11
月
17
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
規
模　

手
持
ち
出
店
の
み

■
受
付
期
間　

11
月
13
日
㈬
ま
で

■
受
付
方
法　

メ
ー
ル
か
電
話

※
電
話
の
場
合
は
、
土
・
日
曜
日

及
び
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
。
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

お
名
前（
フ
リ
ガ
ナ
）ご
住
所
、
自

宅
電
話
番
号
、
携
帯
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、「
11
月
17
日
フ
リ

マ
参
加
希
望
」
と
明
記
し
て
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。　

■
参
加
費　

５
０
０
円

１
団
体
若
し
く
は
個
人
で
２
区

画
ま
で
（
１
区
画
：
約
１
７
０
㎝ 

×
２
９
０
㎝
）

※
雨
天
中
止
と
な
り
ま
す
。
中
止

の
決
定
は
、
午
前
８
時
30
分
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
3

0
1
0
1

下
野
市
三
王
山
６
９
８
番
地
５

ふ
れ
あ
い
館
☎（
47
）１
１
２
６

　

hureai@
city.shim

otsuke.

　

lg.jp
小
山
北
桜
高
等
学
校

「
北
桜
祭
」の
ご
案
内

11/16■
日
時
（
一
般
公
開
）

11
月
16
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
場
所　

小
山
北
桜
高
等
学
校

■
内
容

・
展
示
（
総
合
産
業
高
校
の
学
習

内
容
の
紹
介
、
ド
イ
ツ
国
際
交
流

活
動
な
ど
）

・
農
作
物
・
加
工
品
・
作
品
の
即

売
（
米
、
ネ
ギ
、
白
菜
、
梨
、
シ

ク
ラ
メ
ン
、
植
木
、
苗
木
、
食
パ

ン
、
小
山
和
牛
入
り
か
ん
ぴ
ょ
う

カ
レ
ー
パ
ン
、櫻

さ
く
ら

笑さ
く

ッ
キ
ー
な
ど
）、

工
業
生
徒
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の

販
売

・
櫻

さ
く
ら

笑さ
く

：
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
部

に
よ
る
演
舞

■
そ
の
他

・
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
小
金
井
駅
と
学

校
間
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。（
無
料
）

・
各
自
ス
リ
ッ
パ
の
ご
持
参
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
小
山
北
桜
高
等
学
校

☎（
49
）2
9
3
2

　

（
49
）0
9
0
8

女
声
合
唱
団

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ギ
オ
ー
ネ

秋
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

〜
音
楽
の
贈
り
も
の
〜

11/21
ラ
ン
チ
前
の
ひ
と
と
き
を
響
き

の
良
い
ホ
ー
ル
で
、
ギ
オ
ー
ネ
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

11
月
21
日
㈭

午
前
11
時
開
演

（
午
前
10
時
45
分
開
場
）

■
会
場

小
山
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル
（
小
山
ロ
ブ
レ
６

階
）

■
入
場　

無
料

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
松
下
耕
作
品

・
ジ
ャ
ズ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

・
ピ
ア
ノ
独
奏

※
一
緒
に
歌
う
仲
間
を
大
募
集
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
見
学
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ギ
オ
ー
ネ

　

山
口
☎（
40
）６
１
５
７

2
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栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

は
、
県
南
住
民
の
食
生
活
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
生
鮮
食
料
品
流

通
の
拠
点
市
場
と
し
て
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
今
年
で

開
設
20
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
今

後
に
お
け
る
市
場
の
発
展
と
日
頃

の
利
用
に
感
謝
し
「
県
南
市
場
ま

つ
り
（
感
謝
市
）」
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
市
場
内
の
設
備
や
取

扱
品
な
ど
を
消
費
者
の
皆
様
に
直

接
見
て
い
た
だ
き
、
流
通
の
し
く

み
や
市
場
の
内
容
を
知
っ
て
も
ら

い
、
こ
れ
か
ら
も
永
く
愛
さ
れ
る

市
場
と
な
る
よ
う
開
催
す
る
も
の

で
す
。

ま
た
、
当
県
南
市
場
は
環
境
・

リ
サ
イ
ク
ル
関
係
の
事
業
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、「
環
境

展
」
も
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

普
段
は
一
般
の
方
の
入
場
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
時
間

午
前
7
時
〜
午
後
2
時

■
会
場

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

小
山
市
大
字
下
河
原
田
９
５
４

番
地
（
国
道
50
号
線
沿
い
）

■
催
し
物

・
青
果
物
、
水
産
物
、
生
花
、
関

連
商
品
の
展
示
販
売

・
野
菜
、
果
物
、
生
花
、
鉢
物
の

模
擬
せ
り

・
生
ま
ぐ
ろ
の
解
体
、
模
擬
せ
り

・
抽
選
会
、
ま
ぐ
ろ
目
方
当
て
ク

イ
ズ
、
り
ん
ご
の
皮
む
き
長
さ
比

べ
競
争
、
輪
投
げ

・
か
に
汁
、焼
き
そ
ば
、イ
カ
ポ
ッ

ポ
焼
き
、
う
ど
ん
、
そ
ば
等
の
各

種
売
店

・
風
船
、
ポ
ン
菓
子
、
県
南
市
場

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
の
処
理

品
（
有
機
肥
料
）、
20
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
（
果
物
、
魚
、
花
）
の

無
料
配
布

・
有
機
性
資
源
の
循
環
利
用
の
意

義
及
び
必
要
性
の
普
及
啓
発

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

事
務
組
合 

☎（
38
）３
３
３
０

　

http://w
w
w
.kennanichiba.
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Ｊ
Ａ
ま
つ
り　

11
月
17
日
㈰

市
内
３
か
所
で
農
業
祭
を
開
催
し
ま
す

Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や

南
河
内
地
区
農
業
祭

■
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
場
所　
Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や
南
河

内
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

■
主
な
催
し
予
定

新
鮮
な
地
場
産
野
菜
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
販
売
（
売
り
上
げ
の
全
額
を

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
）

◎
無
料
配
布
･
試
食
…
大
鍋
豚
汁
、

干
瓢
卵
と
じ
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

綿
あ
め
、
苺
・
野
菜
の
試
食

◎
販
売
…
つ
き
た
て
餅
、
牛
肉
の

串
焼
き
、
手
打
ち
そ
ば
、
ジ
ャ
ガ

バ
タ
ー
、
焼
き
そ
ば
、
お
饅
頭
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、焼
き
イ
カ
、花
、

果
物
、
日
用
雑
貨
な
ど

◎
Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や
南
河
内
地
区

組
合
員
へ
の
お
楽
し
み
抽
選
会

■
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や
南
河
内
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
営
農
課

☎（
48
）２
２
１
５

Ｊ
Ａ
お
や
ま
祭
り
in
石
橋

■
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
場
所　
Ｊ
Ａ
お
や
ま
石
橋
青
果

物
集
荷
所

■
主
な
催
し
予
定

日
用
雑
貨
品
の
バ
ザ
ー
や
甘
酒

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
販
売

（
売
り
上
げ
の
全
額
を
社
会
福

祉
協
議
会
へ
寄
付
）

◎
カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
午
前
10
時
か

ら
先
着
30
名
様
）

◎
無
料
配
布
…
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

新
鮮
玉
子

◎
販
売
…
地
場
産
新
鮮
野
菜
、
つ

き
た
て
餅
、赤
飯
、け
ん
ち
ん
そ
ば
、

鮎
の
塩
焼
き
、
焼
き
そ
ば
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
、
果
物
、
花
木
、
日

用
雑
貨
な
ど

◎
Ｊ
Ａ
お
や
ま
石
橋
地
区
組
合
員

へ
の
お
楽
し
み
抽
選
会

■
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
お
や
ま
北
部
支
援
セ
ン
タ
ー

農
産
課

☎（
40
）０
４
０
１

Ｊ
Ａ
お
や
ま
祭
り
in
国
分
寺

■
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

30
分

■
場
所　
Ｊ
Ａ
お
や
ま
国
分
寺
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー

■
主
な
催
し
予
定

日
用
雑
貨
品
の
バ
ザ
ー
（
売
り

上
げ
の
全
額
を
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
付
）

◎
農
協
守
護
神
社
大
祭
、愛
泉
童

太
鼓
、柴
北
お
は
や
し
会
、カ
ラ
オ

ケ
大
会

◎
無
料
配
布
･
試
食
…
新
米
コ
シ

ヒ
カ
リ
、大
根
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

◎
販
売
…
地
場
産
新
鮮
野
菜
、つ

き
た
て
餅
、天
ぷ
ら
そ
ば
、焼
き
そ

ば
、日
用
雑
貨
、農
業
資
材
な
ど

◎
Ｊ
Ａ
お
や
ま
国
分
寺
地
区
組
合

員
へ
の
お
楽
し
み
抽
選
会

■
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
お
や
ま
北
部
支
援
セ
ン
タ
ー

農
産
課

☎（
40
）０
４
０
１

11/17

 「
県
南
市
場
ま
つ
り（
感
謝
市
）」
の
開
催

　

11
月
23
日
㈯

11/23
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お
知
ら
せ

柔
道
整
復
師
の
施
術
を

受
け
ら
れ
る
方
へ

○
国
民
健
康
保
険
の
対
象
と
な
る

施
術
に
つ
い
て

整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道
整
復

師
が
行
う
施
術
に
つ
い
て
は
、
日

常
生
活
の
中
で
の
打
撲
、ね
ん
ざ
、

挫
傷
（
肉
ば
な
れ
等
）、
骨
折
・

脱
臼
の
応
急
手
当
（
応
急
手
当
後

の
施
術
は
医
師
の
同
意
が
必
要
）

な
ど
、
原
因
が
は
っ
き
り
と
し
て

い
る
外
傷
性
の
ケ
ガ
に
対
す
る
施

術
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
国
民
健

康
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

•
単
な
る
肩
こ
り
や
、
肉
体
疲
労

の
回
復

•
脳
疾
患
後
遺
症
等
の
慢
性
病

•
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・
関
節
炎

な
ど
に
よ
る
凝
り
や
痛
み

•
交
通
事
故
が
原
因
の
場
合

・
業
務
上
の
負
傷
（
労
災
に
該
当

す
る
場
合
）

○
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け
る

と
き
の
注
意
点

•
負
傷
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま

し
ょ
う

・
病
院
と
の
重
複
受
診
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
（
定
期
的
な

医
師
の
検
査
や
、
継
続
し
て
施
術

が
必
要
な
受
診
を
除
く
。）

・
領
収
書
を
必
ず
受
け
取
り
ま

し
ょ
う

・
「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
内

容
を
よ
く
確
認
し
、
署
名
し
ま

し
ょ
う

○
医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

医
療
費
は
み
な
さ
ま
の
保
険
税

や
自
己
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
国
民
健
康

保
険
の
使
え
る
範
囲
を
正
し
く
理

解
し
、
適
切
に
受
診
す
る
こ
と
が

医
療
費
の
適
正
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。納

め
て
い
た
だ
い
た
保
険
税
を

適
正
に
使
用
す
る
た
め
に
、
施
術

内
容
等
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎（
40
）5
5
5
6

国
分
寺
特
別
支
援
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学

校
は
、
知
的
に
障
が
い
の
あ
る
小

学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
学
ぶ
学

校
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
子
ど
も
た
ち

の
学
習
の
様
子
や
校
内
の
施
設
な

ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
特
別
支
援

教
育
や
知
的
に
障
が
い
を
も
つ
子

ど
も
た
ち
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

（
学
校
開
放
）
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

12
月
16
日
㈪

午
前
9
時
〜
午
後
3
時
20
分

（
小
学
部
・
中
学
部
の
授
業
は

午
後
2
時
25
分
ま
で
）

■
場
所

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学

校
（
下
野
市
柴
6
―
2
）

■
受
付
場
所

小
学
部
：
小
学
部
昇
降
口

中
・
高
等
部
：
中
高
等
部
昇
降
口

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学

校
☎（
44
）5
1
2
1
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こころの障がい♡啓発イベントを開催します
　『こころの病の理解のために　～自分にできること・周囲にできること～』をテーマに、こころの
病や精神障がいについて理解を深め、地域で安心して生活できるために、一人ひとりができることに
ついて考えます。申し込みや参加費は不要です。関心のある方は奮ってご参加ください。

■日　時　　11 月 18 日（月）　午後 1時 30 分～ 4時
■会　場　　グリムの館 多目的ホール（下野市下古山 747 番地）
■内　容　　・映画上映『人生ここにあり！』
　　　　　　・精神障がい当事者、家族からのメッセージ
　　　　　　・精神障がい関係機関の活動紹介（活動紹介は午後 1時から始めます）
■定　員　　100 名

■問い合わせ先　　栃木県県南健康福祉センター健康支援課　☎ 22-6192

★第3回下野市精神保健福祉家族会のお知らせ
　11 月開催の家族会は日程と内容を変更し、11月18日㈪に行われる「こころの障がい啓発イベント」
への参加といたします。会員の皆様には別途ご案内の通知を送ります。
（精神保健福祉家族会についての問い合わせ先　社会福祉課　☎ 52-1112）
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市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

「
自
治
基
本
条
例
を
知
ろ
う
！
」

開
催
の
お
知
ら
せ

い
ま
、
地
域
や
市
の
課
題
解
決

に
向
け
て
、
市
民
と
市
が
一
緒
に

考
え
行
動
す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

下
野
市
に
お
い
て
も
、
ま
ち
づ

く
り
や
市
政
運
営
の
基
本
ル
ー
ル

を
定
め
る
条
例
を
つ
く
る
た
め
、

市
民
に
よ
る
検
討
委
員
会
や
市
職

員
の
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
条
例
づ

く
り
の
議
論
を
行
い
、
８
月
に
最

終
報
告
と
し
て
市
長
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

市
で
は
、
来
年
３
月
の
条
例
制

定
を
目
指
し
、
現
在
、
庁
内
の
組

織
に
お
い
て
、
条
例
案
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
下
野
市
の
自

治
基
本
条
例
の
内
容
を
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
を
設
け
ま
し
た
の
で
、

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　

12
月
７
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
テ
ー
マ

「
自
治
基
本
条
例
を
知
ろ
う
! !
」

■
内
容

・
宇
都
宮
大
学
国
際
学
部

　

中
村
祐
司
教
授
の
講
話

•
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過

•
条
例
案
に
関
す
る
説
明

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
40
）５
５
５
０

下
野
市
議
会
議
員
選
挙

の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
４
月
30
日
に
任
期
満

了
と
な
る
下
野
市
議
会
議
員
の
選

挙
期
日
が
、
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
告
示
日

平
成
26
年
４
月
13
日
㈰

■
投
票
日

平
成
26
年
４
月
20
日
㈰

■
定
数　

18
名　

な
お
、
立
候
補
予
定
者
説
明
会

等
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
決
定
次

第
、
広
報
紙
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
選
挙
管
理
員
会

☎
（
40
）
5
5
6
2

下
野
市
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン

が
２
店
舗
に
な
り
ま
し
た

下
野
市
下
長
田
に
あ
る
下
野
市

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
に
農

村
レ
ス
ト
ラ
ン
「
下
野
う
ど
ん
草

庵
」
が
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
し
ま
し
た
。

う
ど
ん
は
モ
チ
モ
チ
と
し
た
触

感
で
店
主
こ
だ
わ
り
の
う
ど
ん
で

す
。一

押
し
メ
ニ
ュ
ー
は
「
し
も
つ

け
う
ど
ん
」【
８
０
０
円
】
で
す
。

下
野
の
季
節
の
野
菜
を
肉
や
小
エ

ビ
と
一
緒
に
煮
込
み
ま
し
た
。
自

家
製
の
だ
し
汁
に
野
菜
の
甘
さ
が

加
わ
り
優
し
い
味
で
す
。

（
季
節
に
よ
り
盛
り
つ
け
が
変

わ
り
ま
す
）

■
場
所

下
野
市
下
長
田
１
４
６

■
定
休
日　

月
曜
日

■
営
業
時
間

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
う
ど
ん
草
庵

☎
0
9
0（
1
4
2
9
）6
5
8
0

農
政
課
☎（
48
）２
１
４
３

※
天
平
の
丘
公
園
内
に
あ
る
下
野

市
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
「
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
し
も
つ
け
」
の
蕎
麦
も
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
住
生
活
総
合
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

12
月
１
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、

全
国
で
住
生
活
総
合
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。

調
査
は
５
年
ご
と
に
国
土
交
通

省
と
栃
木
県
が
市
町
の
協
力
の
も

と
、
住
生
活
基
本
法
に
基
づ
き
、

居
住
環
境
を
含
め
た
住
生
活
全
般

に
関
す
る
実
態
や
居
住
者
の
移

行
・
満
足
度
等
を
総
合
的
に
調
査

す
る
も
の
で
す
。

■
調
査
方
法

知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
調

査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
、
調
査

票
へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

•
対
象
家
庭

「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
（
平
成

25
年
10
月
1
日
実
施
）」で
選
ば
れ

た
一
部
の
世
帯（
1
地
区
8
世
帯
）

■
調
査
期
間

•
配
付
…
11
月
21
日
〜
30
日

•
回
収
…
12
月
1
日
〜
10
日

な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
を
作

成
す
る
た
め
の
み
に
使
用
す
る
も

の
で
、
そ
の
他
の
目
的
に
使
用
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
県
土
整
備
部
住
宅
課

☎
0
2
8（
6
2
3
）2
4
8
4
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3

地元野菜がふんだんに入っています一押し、しもつけうどん
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市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
本

格
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
地
域
に
お
け
る
子
育

て
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

今
後
の
本
市
の
子
育
て
支
援
施
策

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
幼
稚
園
・

保
育
園
等
の
子
育
て
支
援
施
設
の

利
用
状
況
や
、
小
学
校
就
学
後
の

放
課
後
の
過
ご
し
方
等
に
つ
い
て
、

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

新
制
度
を
よ
り
よ
い
制
度
と
す

る
た
め
の
重
要
な
調
査
で
す
の
で
、

調
査
票
が
届
い
た
方
は
、
調
査
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４

■
調
査
対
象
及
び
方
法

本
市
に
お
住
ま
い
の
未
就
学
児

（
5
歳
以
下
）の
お
子
さ
ん
を
も
つ

保
護
者
を
対
象
に
、
郵
送
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
を
無
作
為
に
１
，４
０
０
名

抽
出
（
約
40
％
の
お
子
さ
ん
を
抽

出
）
し
ま
す
。

■
調
査
時
期

11
月
中
旬
頃
、
調
査
票
を
郵
送

し
ま
す
。

■
調
査
内
容

子
育
て
に
関
す
る
現
状
や
今
後

の
希
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

•
保
護
者
の
就
労
状
況
や
仕
事
と

の
両
立
支
援
に
つ
い
て

•
幼
稚
園
や
保
育
園
等
の
利
用
状

況
に
つ
い
て

•
地
域
の
子
育
て
支
援
事
業
の
利

用
に
つ
い
て

•
本
市
の
子
育
て
環
境
に
つ
い
て

等

■
調
査
対
象
及
び
方
法

市
内
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る

お
子
さ
ん
を
も
つ
保
護
者
を
対
象

に
、
小
学
校
を
通
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
ア
ン
ケ

ー
ト
の
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
を

無
作
為
に
６
０
０
名
抽
出
（
約
15

％
の
お
子
さ
ん
を
抽
出
）
し
ま
す
。

■
調
査
時
期

11
月
中
旬
頃
、
小
学
校
を
通
し

て
調
査
票
を
配
付
し
ま
す
。

■
調
査
内
容

子
育
て
に
関
す
る
現
状
や
今
後

の
希
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

•
保
護
者
の
就
労
状
況
や
仕
事
と

の
両
立
支
援
に
つ
い
て

・
放
課
後
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て

・
本
市
の
子
育
て
環
境
に
つ
い
て

等

　

子
育
て
世
代
の
皆
様
へ

　

子
育
て
支
援
ニ
ー
ズ
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

下
野
市
こ
ど
も
通
園

セ
ン
タ
ー「
け
や
き
」

開
園
の
お
知
ら
せ

学
校
通
学
中
の
障
が
い
児
を
対

象
に
放
課
後
や
夏
休
み
等
の
長
期

休
業
中
の
支
援
を
行
う
施
設
が
開

園
し
ま
す
。

■
対
象

市
内
在
住
の
障
が
い
児
（
小
学

１
年
生
〜
高
校
３
年
生
）

■
場
所

下
野
市
駅
東
3

1

1
9

（
国
分
寺
図
書
館
併
設
）

■
内
容

・
生
活
能
力
向
上
の
た
め
の
訓
練

の
提
供
（
個
別
支
援
・
集
団
支
援
）

・
社
会
と
の
交
流
促
進
、
居
場
所

の
確
保

■
開
設
日
時

月
曜
日
〜
日
曜
日
（
事
業
所
の

開
設
す
る
休
業
日
を
除
く
）
の
授

業
終
了
後
、
午
後
１
時
〜
５
時
30

分
（
学
校
の
休
業
日
は
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
30
分
）

（
時
間
外
対
応
可
能
）

■
利
用
定
員

１
日
当
た
り
15
人

■
運
営
形
態

公
設
民
営
（
委
託
事
業
所
：
社

会
福
祉
法
人
パ
ス
テ
ル
）

■
利
用
者
負
担
金

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
は

原
則
１
割
で
す
が
、
所
得
に
応
じ

て
ひ
と
月
の
負
担
上
限
額
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
続
き

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
社

会
福
祉
課
（
石
橋
庁
舎
１
階
）
で

「
障
害
児
通
所
給
付
費
給
付
申
請
」

「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
依
頼
」

の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
社
会
福
祉
課

☎（
52
）1
1
1
2

（
52
）1
1
3
7

②
小
学
生
の
保
護
者
対
象

ニ
ー
ズ
調
査

①
未
就
学
児
の
保
護
者
対
象

ニ
ー
ズ
調
査

4

区 分 世帯の収入状況 負担上限
月　額

生活保護 生活保護受給世帯 0円
低所得 市民税非課税世帯 0円

一般１
市民税課税
世帯
※所得割28
万円未満

通所施設、ホームヘ
ルプ利用の場合 4,600 円

入所施設利用の場合 9,300 円

一般２ 上記以外 37,200 円
※収入が概ね890万円以下の世帯が対象です。
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斎
場
使
用
料
補
助
金
に

つ
い
て

　

管
外
の
斎
場
（
火
葬
場
）
を
使

用
し
管
外
料
金
を
支
払
っ
た
場
合
、

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

一
時
、
管
外
料
金
を
全
額
支
払

っ
て
い
た
だ
き
、
補
助
金
申
請
・

請
求
後
に
市
よ
り
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者　

亡
く
な
ら
れ
た
方
ま
た
は
斎
場
使

用
申
請
者
が
下
野
市
民
で
あ
る
こ
と

■
対
象
施
設

　

全
国
全
て
の
斎
場
で
の
火
葬
及

び
待
合
室

※「
宇
都
宮
市
悠
久
の
丘
」お
よ
び

「
小
山
聖
苑
」
は
式
場
、
控
室
、

霊
安
室
等
も
補
助
対
象
。

■
補
助
限
度
額

•
火
葬　
　

５
８
，８
０
０
円

・
待
合
室　

１
６
，０
５
０
円

・
式
場
等　

管
外
料
金
と
管
内
料

金
の
差
額

■
申
請
方
法

補
助
金
交
付
申
請
書
に
領
収
書

を
添
付
し
、
国
分
寺
庁
舎
環
境
課

ま
た
は
市
民
課
南
河
内
窓
口
・
石

橋
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
管
外
斎
場

•
石
橋
地
区
の
方
：
全
て
の
斎
場

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、
建

設
課
窓
口
（
水
道
庁
舎
２
階
）
へ

直
接
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
際
に
は
、
氏
名
、
住
所
、
性

別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。（
氏
名
及
び
住
所

は
必
須
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
明
記
の
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
受
付
け
で
き
ま
せ
ん
。）

■
意
見
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

０
４
９
２

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７

下
野
市
役
所
建
設
課

☎（
48
）２
１
１
３

（
48
）０
０
１
１

　
kensetsu@

city.
shim

otsuke.lg.jp

•
国
分
寺
・
南
河
内
地
区
の
方
：

小
山
聖
苑
以
外
の
斎
場

■
問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
☎（
40
）5
5
5
9

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
後

評
価
原
案
を
公
表
し
ま
す

市
で
は
、
下
長
田
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
、

そ
の
成
果
を
客
観
的
に
検
証
し
て

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
事
後
評

価
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
事
後
評

価
の
合
理
性
・
客
観
性
を
担
保
す

る
た
め
、
こ
の
原
案
を
公
表
し
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

■
公
表
す
る
事
後
評
価
原
案

下
長
田
地
区

■
資
料
の
閲
覧
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•
文
書
閲
覧
〔
文
書
閲
覧
場
所
：

建
設
課
（
水
道
庁
舎
２
階
）〕

※
閲
覧
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
ま
で

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
意
見
の
募
集
期
間

11
月
29
日
午
後
５
時
15
分
ま
で

■
意
見
の
提
出
方
法

指
定
の
「
意
見
等
記
入
用
紙
」

ふ
れ
あ
い
館
室
内
温
水
プ
ー
ル

の
利
用
者
へ
感
謝
を
こ
め
て
、
記

念
日
に
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
す
。

第
１
弾
は
、
平
成
26
年
の
成
人

の
日
を
迎
え
ら
れ
る
新
成
人
の
方

に「
成
人
の
日
割
引
」を
行
い
ま
す
。

■
対
象

平
成
５
年
４
月
２
日
〜
平
成
６

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■
割
引
期
間

１
月
11
日
㈯
〜
１
月
17
日
㈮

休
館
日
の
14
日
㈫
を
除
く

■
割
引
額

２
０
０
円

入
場
料
は
、
通
常
５
０
０
円
の

と
こ
ろ
３
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

＊
受
付
で
、
生
年
月
日
の
記
入
さ

れ
た
証
明
書
等
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

■
開
館
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
9
時
30
分

ふ
れ
あ
い
館
室
内
温
水
プ
ー
ル

で
は
、
記
念
日
と
し
て
、
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
・
ひ
な
祭
り
・
こ
ど

も
の
日
・
青
春
七
五
三
（
17
歳
・

15
歳
・
13
歳
）
の
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。

ど
う
ぞ
、
一
年
中
泳
げ
る
ふ
れ

あ
い
館
の
プ
ー
ル
を
健
康
な
身
体

づ
く
り
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

ふ
れ
あ
い
館　

☎（
47
）１
１
２
６

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル
成
人
の
日
割
引



Shimotsuke

広報しもつけ　2013.11
39

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

「
東
田
橋
」架
け
替
え
工
事
に

伴
う
交
通
規
制
に
つ
い
て

石
橋
中
学
校
西
側
の
姿
川
に
架

か
る
「
東
田
橋
」
は
、
老
朽
化
に

よ
り
損
傷
が
著
し
く
、
補
強
修
繕

が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
現
在
の
橋

を
取
り
壊
し
て
、
同
じ
位
置
に
架

設
す
る
工
事
を
施
工
し
ま
す
。

工
事
に
伴
い
、
概
ね
平
成
26
年

１
月
上
旬
か
ら
平
成
28
年
３
月
下

旬
ま
で
の
間
、
車
両
通
行
止
め
と

な
り
ま
す
。
自
動
車
や
農
耕
車
は
、

通
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
上
流
の

長
田
橋
ま
た
は
、
下
流
の
細
谷
橋

へ
迂
回
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
方

が
通
行
で
き
る
よ
う
に
、
現
在
の

橋
の
北
側
に
仮
設
橋
を
設
置
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
長
期
間

ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
☎（
48
）２
１
１
３

JR
石
橋
駅

国
道
４
号

姿　

川

文
教
通
り

長田橋

細谷橋

東田橋

大松山
運動公園

石橋高

石橋中

古山小

グリムの森

国道352号

き
ら
ら
館

石
橋
庁
舎

通行止め

お
知
ら
せ

募　
　

集

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間

「
１
人
で
も
雇
っ
た
ら
、

入
ろ
う
。労
働
保
険
」

「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保

険
と
雇
用
保
険
を
総
称
し
た
も
の

で
、
保
険
給
付
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
行
わ
れ
ま
す
。

労
災
保
険
給
付
に
要
し
た
費
用
の
一

部
を
徴
収
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務

上
ま
た
は
通
勤
途
上
で
負
傷
し
た

場
合
、
あ
る
い
は
不
幸
に
も
死
亡

さ
れ
た
場
合
に
労
災
保
険
法
の
規

定
に
よ
り
、
負
傷
し
た
労
働
者
ま

た
は
遺
族
に
対
し
補
償
を
行
う
も

の
で
、
保
険
給
付
は
労
働
基
準
監

督
署
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
事
業
主
が
故
意
ま
た
は

重
大
な
過
失
に
よ
り
労
災
保
険
の

保
険
関
係
成
立
届
を
提
出
し
て
い

な
い
期
間
中
に
労
働
災
害
が
生
じ
、

労
災
保
険
給
付
を
行
っ
た
場
合
、

遡
及
し
て
労
働
保
険
料
を
徴
収
す

る
ほ
か
労
災
保
険
給
付
に
要
し
た

費
用
の
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

失
業
し
た
労
働
者
の
生
活
の
安
定

と
再
就
職
を
促
進

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業

し
た
場
合
に
失
業
給
付
金
の
支
給

を
行
い
、
失
業
し
た
労
働
者
の
生

活
の
安
定
と
再
就
職
を
促
進
し
、

併
せ
て
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
の
事
業
を
行
う
制
度
で
、

保
険
給
付
は
公
共
職
業
安
定
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
主
は
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す

「
労
働
保
険
」
は
、
労
災
保
険

法
と
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、

労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
主
は
、

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
加
入
て
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は

公
共
職
業
安
定
所
で
加
入
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
2
8
2（
24
）7
7
6
6

小
山
公
共
職
業
安
定
所

☎（
22
）１
５
２
４

消
費
税
法
改
正
の

お
知
ら
せ

平
成
24
年
8
月
に
「
社
会
保
障

の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税

制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め

の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
」
に
よ
り
、
消
費
税
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

１ 

消
費
税
収
入
の
使
途
が
明
確
化

さ
れ
ま
し
た
。

２ 

消
費
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

３ 

特
定
新
規
設
立
法
人
に
係
る
事

業
者
免
税
点
制
度
の
不
適
用
制

度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

４ 

任
意
の
中
間
申
告
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

５ 

税
率
引
上
げ
に
伴
う
経
過
措
置

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
25
年
6
月
に
成
立

し
た
「
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正

な
転
嫁
の
確
保
の
た
め
の
消
費
税

の
転
嫁
を
阻
害
す
る
行
為
の
是
正

等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
以
下

「
消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
」

と
い
い
ま
す
。）に
よ
り
、
総
額
表

示
義
務
の
特
例
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://www.nta.go.jp/shiraberu/

　

ippanjoho/pamph/shohi/

　

kaisei/201304.htm

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
税
務
署
法
人
課
第
一
部
門

☎
0
2
8
2（
22
）1
8
0
5

東田橋架け替え工事迂回路案内図
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平
成
26
年（
２
０
１
４
年
）版

県
民
手
帳
発
売

11
月
上
旬
か
ら
県
内
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
、
ロ
ー
ソ
ン
）・
一
部
書
店
・

文
具
店
等
で
お
買
い
求
め
い
た
だ

け
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
で
の
窓
口
販
売

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
頒
価
・
規
格

小
型
判　

定
価
４
０
０
円

（
税
込
12
・
4
㎝
×
7
・
6
㎝
）

大
型
版　

定
価
5
0
0
円

（
税
込
14
・
7
㎝
×
8
・
9
㎝
）

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

ご
存
知
で
す
か
？

警
察
に
よ
る『
被
害
者
支
援
』

警
察
で
は
、
犯
人
を
捕
ま
え
て

処
罰
し
て
い
く
た
め
の
刑
事
手
続

き
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
々
へ
、
様
々
な
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
犯
罪
被
害
者
給
付
制
度

殺
人
等
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ

っ
て
、
ご
家
族
の
方
を
亡
く
さ
れ

た
ご
遺
族
、
重
大
な
負
傷
ま
た
は

後
遺
障
が
い
が
残
っ
た
被
害
者
の

方
等
不
慮
の
被
害
を
受
け
た
方
々

に
対
し
、
社
会
の
連
帯
共
助
の
精

神
に
基
づ
き
、
給
付
金
が
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

遺
族
給
付
金
・
重
傷
病
給
付
金
・

障
害
給
付
金
の
３
種
類
が
あ
り
ま

す
。

■
被
害
者
連
絡
制
度
、
再
被
害
防

止
制
度

一
定
の
対
象
犯
罪
に
遭
わ
れ
た

方
々
へ
警
察
か
ら
捜
査
状
況
等
を

連
絡
す
る
も
の
で
す
。

加
害
者
か
ら
再
度
被
害
を
受
け

る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
防
犯

指
導
や
警
戒
措
置
等
を
行
い
ま
す
。

■
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
制
度

犯
罪
被
害
が
原
因
と
な
っ
て
、

不
安
や
悩
み
事
等
を
抱
え
て
い
る

被
害
者
等
に
対
し
、
精
神
的
被
害

の
回
復
・
軽
減
を
図
る
た
め
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
警
察
署
☎（
52
）０
１
１
０

自
動
車
事
故
に

遭
わ
れ
た
方
へ

○
重
度
障
害
者
介
護
料
支
給
制
度

■
対
象
者

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
事
故
に

よ
り
、
脳
、
脊
髄
、
胸
腹
部
臓
器

を
損
傷
し
、
重
度
の
後
遺
障
が
い

を
も
つ
た
め
、
日
常
生
活
動
作
に

常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必
要

な
状
態
の
方

※
支
給
額
等
の
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
育
成
資
金
貸
付
制
度（
無
利
子
）

■
対
象
者

保
護
者
の
方
が
自
動
車
、
オ
ー

ト
バ
イ
事
故
に
遭
わ
れ
て
亡
く
な

ら
れ
た
り
、
重
い
後
遺
障
が
い
を

残
す
こ
と
と
な
っ
た
ご
家
庭
の
中

学
生
以
下
の
方

■
貸
付
金
額

・
一
時
金 

１
５
５
，０
０
０
円

・
月
額 

２
０
，０
０
０
円

•
入
学
支
度
金 

４
４
，０
０
０
円

■
返
還
方
法

卒
業
後
20
年
以
内
の
均
等
払
い
。

（
高
校
・
大
学
等
へ
進
学
し
た
場

合
は
、
在
学
期
間
中
返
還
猶
予
さ

れ
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
自
動
車
事
故
対
策

機
構
栃
木
支
所

☎
０
２
８（
６
２
２
）９
０
０
１

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
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就　
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くらしの情報

日　　時 会　　場
11月5日(火)午後6時30分～8時 小山市保健福祉センター3階

11月17日(日)午前10時30分～正午 大田原市勤労者総合福祉セン
ター会議室

12月7日(土)午後2時～3時30分 真岡市青年女性会館
12月14日(土)午後1時30分～2時30分 足利市生涯学習センター
12月18日(水)午後6時30分～8時 とちぎ福祉プラザ4階401
12月21日(土)午後2時～3時

足利市生涯学習センター
平成26年2月8日(土)午後2時～3時

「
栃
木
い
の
ち
の
電
話
」

電
話
相
談
員
養
成
講
座

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
電
話
相
談
員
養

成
講
座
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

次
の
と
お
り
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
0
2
8（
6
2
2
）7
9
7
0

Ｓ
マ
ー
ク
を

ご
存
知
で
す
か
？

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、「
生

活
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正

化
及
び
振
興
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
消
費
者
保
護
の
観
点
か

ら
、
消
費
者
が
お
店
を
利
用
す
る

際
の
選
択
の
利
便
性
を
図
る
と
と

も
に
、
公
衆
衛
生
の
向
上
に
資
す

る
目
的
で
制
度
化
さ
れ
、
厚
生
労

働
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
設
定
さ

れ
る
も
の
で
す
。

現
在
は
、
理
容
業
、
美
容
業
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
め
ん
類
業
、

一
般
飲
食
業
の
５
業
種
に
つ
い
て
、

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

標
準
営
業
約
款
制
度
で
は
、
①

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
内
容
②
店
舗
の

衛
生
管
理
③
事
故
に
よ
る
損
害
賠

償
の
３
つ
に
つ
い
て
基
準
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ

ン
タ
ー

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
6
6
0

登録店には
Ｓマークが表示
されています。
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第
38
回
栃
木
県
本
場
結
城
紬

織
物
競
技
展
示
会
の
開
催

「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
」

に
登
録
さ
れ
た
伝
統
歴
な
高
度
の

わ
ざ
を
生
か
し
て
組
合
員
が
製
作

し
た
「
本
場
結
城
紬
」
を
一
堂
に

集
め
て
展
示
し
ま
す
。
糸
つ
む
ぎ
、

機
織
り
の
実
演
も
行
い
ま
す
。

■
日
時

•
11
月
16
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

•
11
月
17
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
場
所

小
山
市
内

道
の
駅
思
川
「
小
山
評
定
館
」

■
入
場　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
本
場
結
城
紬
織
物
協
同

組
合
☎（
49
）２
４
３
０

確
認
し
ま
し
ょ
う
！

栃
木
県
最
低
賃
金
が
時
間

額
７
１
８
円
に
！

栃
木
県
最
低
賃
金
は
、
栃
木
県

内
の
区
域
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

一
般
労
働
者
は
も
ち
ろ
ん
、
臨

時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
に

も
適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
特
定
の
産
業
に
は
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
0
2
8（
6
3
4
）9
1
0
9

自
治
医
科
大
学
と
ち
ぎ
子
ど
も

医
療
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

健
康
講
演
会
の
お
知
ら
せ

自
治
医
科
大
学
と
ち
ぎ
子
ど
も

医
療
セ
ン
タ
ー
園
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
花
咲
ｊ
ｉ
ｉ
で
は
、「
知
っ
て

お
き
た
い
が
ん
の
知
識
」
に
つ
い

て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
市
民
の
皆
様
に
聞
い
て
い
た
だ

き
た
い
内
容
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
17
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

■
場
所

自
治
医
科
大
学
医
学
部
教
育
研

修
棟
１
階
講
堂
（
自
治
医
科
大
学

内
）

■
講
演
者

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

病
院
長　

安
田　

是
和　

氏

■
テ
ー
マ

「
知
っ
て
お
き
た
い
が
ん
の
知

識
」 

■
参
加
費　

無
料

■
駐
車
場

車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
附
属

病
院
正
面
ま
た
は
子
ど
も
医
療
セ

ン
タ
ー
の
外
来
駐
車
場
に
止
め
て

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

自
治
医
科
大
学
子
ど
も
医
療
セ

ン
タ
ー　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー　

鈴
木

☎（
58
）７
８
１
５

（
40
）６
０
１
６

　

suzukif@
jichi.ac.jp

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

in  

下
野

下
野
市
主
催
の
「
児
童
虐
待
防

止
講
演
会
」
で
好
評
を
得
た
講
師

が
無
料
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
！
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
日
時

〈
第
１
回
〉　

11
月
21
日
㈭

〈
第
２
回
〉　

12
月
12
日
㈭

　
両
日
と
も
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所

〈
第
１
回
〉　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
会
議
室

〈
第
２
回
〉　

道
の
駅
研
修
室
（
予

定
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
テ
ー
マ

〈
第
１
回
〉　

子
ど
も
の
や
る
気
を

引
き
出
す
具
体
的
な
秘
策
と
は
？

〜
今
す
ぐ
楽
し
い
お
母
さ
ん
に
な

れ
る
！
〜

〈
第
２
回
〉　

感
情
を
上
手
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
秘
訣
と
は
？
〜
子

育
て
の
イ
ラ
イ
ラ
・
怒
り
と
さ
よ

な
ら
す
る
具
体
的
方
法
〜

■
講
師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
メ
ン
タ
ル
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会　

理
事
長　

ア
ド
ラ
ー
心
理
学
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

鈴
木　

稔　

氏

■
参
加
費　

無
料

■
定
員

〈
第
１
回
〉　

先
着
50
名

〈
第
２
回
〉　

先
着
70
名

■
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

日
本
メ
ン
タ
ル

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
（
株
式
会

社
打
つ
手
は
無
限
事
務
局
内
）

　

☎（
38
）８
９
０
１

　

info@
utsutew

am
ugen.com

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

広告
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経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

（
中
小
企
業
倒
産
防
止
共

済
制
度
）及
び
小
規
模
企

業
共
済
制
度
の
ご
案
内

■
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

取
引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因

で
、
経
営
悪
化
の
危
機
に
直
面
し

て
し
ま
っ
た
と
き
に
資
金
を
借
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

無
担
保
・
無
保
証
人
で
、
積
み
立

て
た
掛
金
の
10
倍
の
範
囲
内
（
８
，

０
０
０
万
円
）
で
被
害
額
相
当
の

共
済
金
が
借
入
れ
可
能
で
す
。
こ

の
制
度
を
賢
く
利
用
す
る
こ
と
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
小
規
模
企
業
共
済
制
度

個
人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
含

む
）・
会
社
等
の
役
員
の
方
が
事
業

を
や
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
に
備
え

て
、
あ
ら
か
じ
め
資
金
を
準
備
し

て
お
く
共
済
制
度
で
、「
小
規
模
企

業
の
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制

度
」と
い
え
ま
す
。
特
徴
は
、掛
金

が
全
額
所
得
控
除
と
な
る
こ
と
で

す
。
毎
年
、
掛
金
が
所
得
控
除
と

な
る
た
め
節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
先

石
橋
商
工
会

☎（
53
）０
４
６
３

下
野
市
商
工
会

☎（
44
）０
２
０
２

金
融
機
関
の
本
支
店
な
ど
の
窓

口■
問
い
合
わ
せ
先

（
独
）中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
０（
５
５
４
１
）７
１
７
１

平
日　

午
前
9
時
〜
午
後
7
時

土
曜　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

○
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中

小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）

　

http://w
w
w
.sm
rj.go.jp/

　

tkyosai/

○
小
規
模
企
業
共
済
制
度

　

http://w
w
w
.sm
rj.go.jp/

　

skyosai/

募　

集
市
民
農
園
の
利
用
者

を
募
集
し
ま
す

市
民
農
園
は
、
野
菜
作
り
や
花

作
り
を
通
じ
て
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
や
農
業
体
験
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
健
康
的
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生

活
を
目
指
す
と
と
も
に
、
都
市
と

農
村
の
交
流
を
促
進
し
、「
ふ
る

さ
と
意
識
や
郷
土
愛
」
を
育
み
、

農
業
・
農
村
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

現
在
の
利
用
期
間
（
２
年
間
）

が
終
了
し
ま
す
の
で
、
次
の
利
用

期
間
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
名
称　

下
野
市
市
民
農
園

■
所
在
地

　
下
野
市
薬
師
寺
2
8
5
0
番
地
1

■
利
用
者
組
織

市
民
農
園
利
用
者
の
会
（
入
会

が
条
件
と
な
り
ま
す
。）

■
利
用
期
間

平
成
26
年
4
月
1
日
〜

平
成
28
年
3
月
31
日

■
募
集
区
画
数
等

１
０
２
区
画
20
㎡
〜
45
㎡
ま
で

の
8
サ
イ
ズ

■
利
用
料
等

年
額
1
㎡
当
り
２
０
０
円

※
決
定
通
知
は
、
2
月
末
ま
で
に

郵
送
し
ま
す
。
利
用
者
説
明
会
は

後
日
連
絡
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

下
野
市
農
業
公
社
（
南
河
内
図

書
館
２
階
）
に
あ
る
申
込
用
紙
に

記
入
の
う
え
、
提
出
願
い
ま
す
。

な
お
、
申
込
用
紙
は
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
で
き
ま

す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

※
抽
選
で
引
き
続
き
利
用
す
る

方
々
に
つ
い
て
は
、
現
在
利
用
し

て
い
る
区
画
を
優
先
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

11
月
18
日
〜
12
月
20
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）下
野
市
農
業
公
社

　

☎（
48
）2
1
1
7

国
分
寺
公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル

い
ち
ご
の
会　

会
員
募
集

国
分
寺
公
民
館
調
理
室
で
、
月

１
回
（
第
４
火
曜
日
）
活
動
し
て

い
る
料
理
の
自
主
サ
ー
ク
ル
で
す
。

会
員
を
募
集
中
で
す
の
で
、
入
会

希
望
、
体
験
等
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

い
ち
ご
の
会　

代
表　

阿
久
津
要
子

☎（
44
）４
４
７
９

臨
時
保
育
士
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

時
給
１
，０
５
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

務
手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

７
時
間
45
分
（
休
憩
時
間
60
分
）

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有
り

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格

証
の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

０
５
９
４

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

下
野
市
児
童
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４

（
52
）１
１
３
７

　

jidoufukushi@
city.

　

shim
otsuke.lg.jp

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報
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ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
・
ハ
ウ
ス

と
ち
ぎ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
ま
せ
ん
か
？

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
・
ハ
ウ
ス
は
全
国
で
８
か

所
あ
る
病
気
の
子
ど
も
と
家

族
の
た
め
の
滞
在
施
設
で
す
。

ハ
ウ
ス
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

募
金
、
寄
贈
で
運
営
さ
れ
て

お
り
、
現
在
２
０
０
名
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。

活
動
内
容
の
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
希
望
の
方
は
ハ
ウ

ス
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時

11
月
16
日
㈯

①
午
前
10
時
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

③
午
後
６
時
〜

各
回
1
時
間
程
度

■
場
所

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
・
ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ

■
問
い
合
わ
せ
先

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
・
ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ

☎（
58
）７
５
５
１

　

http://w
w
w
.

　

dm
hcj.or.jp

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

広告

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）で
は
、
中

学
校
卒
業
予
定
者
等
を
対
象
に
採

用
し
、
３
年
終
了
時
に
は
高
等
学

校
卒
業
の
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

在
学
中
は
特
別
職
国
家
公
務
員
と

し
て
学
生
手
当
が
支
給
さ
れ
、
卒

業
後
は
陸
上
自
衛
隊
の
ほ
か
、
防

衛
大
学
、
一
般
大
学
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
な
ど
様
々
な
進
路
に
進
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

中
学
卒
業
者
（
見
込
み
含
）

17
歳
未
満
の
方

（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

■
受
付
期
間

平
成
26
年
１
月
10
日
ま
で

■
試
験
期
日
等

平
成
26
年
１
月
18
日
（
土
）

※
受
験
会
場
は
別
途
ご
連
絡
し
ま

す
。

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

☎（
25
）４
７
６
３

相　

談

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会
の
開
催

■
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
遺

言
、
売
買
、
贈
与
な
ど
）、
商
業
・

法
人
登
記
関
係（
会
社
・
法
人
設
立
、

会
社
・
法
人
変
更
、
定
款
変
更
な

ど
）、
多
重
債
務
関
係
（
債
務
整

理
、
過
払
い
金
返
還
請
求
、
民
事

再
生
、
自
己
破
産
）、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
相
談
日

11
月
27
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場

下
野
市
ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室
２

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
先

　

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）６
３
１
２

■
問
い
合
わ
せ
先

○
下
野
市
薬
師
寺
3
3
1
1
番
地
23

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

監
事　

小
杉
孝
一

　

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）６
３
１
２

○
下
野
市
医
大
前
3
丁
目
10

13

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

支
部
長　

飯
島
陽
子　

　

飯
島
陽
子
司
法
書
士
事
務
所

☎（
44
）４
９
１
７

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
ま
す
。

■
日
時

11
月
28
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

下
野
市
ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室
２

　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
定
員

４
名
（
１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30

分
間
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

高
山　

久
☎（
53
）１
６
７
２
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

無
料
調
停
相
談
会

■
日
時　

11
月
13
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所

宇
都
宮
市
役
所
14
階
大
会
議
室

■
相
談
内
容

交
通
事
故
、
金
銭
の
貸
借
、
土

地
・
建
物
の
問
題
、
相
続
、
離
婚
、

扶
養
、
そ
の
他
民
事
・
家
事
に
関

す
る
一
切
の
相
談

■
問
い
合
わ
せ
先

○
民
事
関
係
：
宇
都
宮
簡
易
裁
判
所

☎
0
2
8（
3
3
3
）0
0
3
0

○
家
事
関
係
：
宇
都
宮
家
庭
裁
判
所

☎
0
2
8（
3
3
3
）0
0
4
2

借
金
で
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？

借
金
問
題
で
お
困
り
の
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し

て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
受
付
日
時

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

■
費
用　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
関
東
財
務
局
宇
都
宮
財
務
事
務
所

☎
0
2
8（
6
3
3
）6
2
9
4

（
多
重
債
務
相
談
専
用
）

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

職
場
で
の
お
悩
み
な
ど
が
あ
れ

ば
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

■
場
所

栃
木
県
小
山
庁
舎

小
山
労
政
事
務
所

小
山
市
犬
塚
3

1

1

■
日
時　

毎
月
第
４
金
曜
日

11
月
22
日
、
12
月
27
日
、
1
月

24
日
、
2
月
28
日
、
3
月
28
日

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

■
相
談
対
象
者

職
場
で
ス
ト
レ
ス
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
を
抱
え
て
い
る
方
、

そ
の
ご
家
族
や
上
司
・
同
僚
の
方

■
相
談
対
応
者

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
産
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
所
属
）

■
相
談
形
態

　

事
前
予
約
に
よ
る
面
接
相
談

（
電
話
、
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

小
山
労
政
事
務
所

☎（
22
）４
０
３
２

※
予
約
は
相
談
希
望
日
の
３
日
前

ま
で
で
す
。

就　

職

県
南
産
業
技
術
専
門
校

（
職
業
訓
練
校
）平
成
26
年

１
月
入
校
生
募
集

■
定
員

•
機
械
加
工
科　

５
名

•
板
金
溶
接
科　

５
名

■
訓
練
期
間

　
平
成
26
年
１
月
７
日
〜
６
月
23
日

■
対
象
者

就
職
の
た
め
技
能
を
身
に
つ
け

た
い
方

■
費
用

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等

自
己
負
担
有
り
）

■
募
集
期
限　

11
月
22
日

■
選
考
日　

11
月
29
日

■
そ
の
他

•
施
設
内
見
学
は
随
時
受
付
け
て

い
ま
す
。

•
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

☎
0
2
8
4（
91
）0
8
0
3

宇
都
宮
共
同
高
等
産
業

技
術
学
校（
職
業
訓
練
校
）

平
成
26
年
度
生
徒
募
集

■
対
象

各
学
科
に
関
連
す
る
事
業
所
等

に
就
職
し
て
い
る
方
ま
た
は
就
職

を
予
定
し
て
い
る
方
（
年
齢
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
関
連
事

業
所
等
に
勤
務
さ
れ
て
い
な
い
方

で
、
希
望
す
る
方
も
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。）。

■
予
定
人
員
及
び
訓
練
期
間

木
造
建
築
科 

10
人 

3
年

建
築
設
計
科 

10
人 

2
年

広
告
美
術
科 

10
人 

2
年

フ
ラ
ワ
ー
装
飾
科 

20
人 

2
年

■
授
業
時
間

•
木
造
建
築
、
建
築
設
計
、
広
告

美
術
科

　

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
15
分
〜

７
時
20
分

•
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
科

　
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
15
分
〜
８
時

■
募
集
期
間　

3
月
25
日
ま
で

■
受
付
時
間

火
曜
日
〜
土
曜
日
の
午
前
10
時

〜
午
後
4
時

■
特
典

訓
練
終
了
時
の
技
能
照
査
に
合

格
す
る
と
合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
、

「
技
能
士
補
」
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
家
試
験
の
2
級
技
能

検
定
受
験
の
と
き
に
学
科
試
験
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
方
法

直
接
持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
入
学
願
書
、
案
内
に
つ

い
て
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
宇
都
宮
共
同
高
等
産
業
技
術
学
校

☎
0
2
8（
6
2
2
）1
2
7
1

　

http://business4.plala.

　

or.jp/usangiko/
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参男
画女
社共
会同

「
女
性
議
員
」

世
界
の
国
会
の
女
性
議
員
比
率

は
、
昨
年
の
平
均
値
で
20
・
３
％

と
初
め
て
２
割
を
超
え
ま
し
た
。

我
が
国
日
本
に
お
い
て
は
、
衆
議

院
議
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、

昨
年
12
月
の
総
選
挙
後
に
７
・
９

％
と
な
り
前
回
の
選
挙
か
ら
大
き

く
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

日
本
の
順
位
は
１
９
０
か
国
中

１
６
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
安
倍
政
権
は
、
政
権
公

約
で
「
2
0
2
0
年
ま
で
に
指
導

的
地
位
を
占
め
る
女
性
の
割
合
を

30
％
以
上
に
す
る
」
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
お
り
、
自
民
党
の
役
員

人
事
で
は
、
２
人
の
女
性
が
党
三

役
に
登
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
野
市
で
は
、
合
併
前
の
昭
和

55
年
に
南
河
内
町
で
初
め
て
女
性

議
員
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
平
成

18
年
の
合
併
時
に
は
52
人
中
女
性

が
８
人
（
15
・
４
％
）
で
し
た
が
、

現
在
は
21
人
中
３
人
で
14
・
３
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
下
野
市
に
お
い
て
も
女

性
の
活
躍
が
一
層
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

「
あ
の
時
は
カ
ッ
と
な
っ
て
悪

か
っ
た
！
二
度
と
暴
力
は
振
る
わ

な
い
」
と
涙
を
浮
か
べ
て
謝
り
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
ま
で
く
れ
た
。
暴
力

を
振
る
わ
な
い
時
は
優
し
い
夫
、

良
い
父
親
な
ん
だ
け
ど
…
。

D
V
に
は
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
期
」

と
い
う
時
期
が
あ
る
の
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

【
ア
メ
と
ム
チ
】

好
き
で
一
緒
に
な
っ
た
相
手
で

す
し
、
相
手
は
「
愛
情
表
現
」
と

思
い
、
あ
な
た
は
「
暴
力
の
時
が

異
常
で
、
本
来
は
優
し
い
人
」
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

暴
力
へ
の
恐
怖
（
興
奮
状
態
）

と
と
び
き
り
の
優
し
さ
（
安
定
状

態
）
が
交
互
に
や
っ
て
く
る
こ
と

に
よ
り
相
手
と
依
存
関
係
に
な
り

が
ち
で
す
。

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
親
密
な

間
柄
で
行
わ
れ
る
暴
力
を
D
V
と

い
い
ま
す
。
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
及
び
時
間

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
4

突
然
自
宅
を
訪
問
し
、「
修
理

し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
」

な
ど
と
不
安
を
あ
お
り
、
そ
の
場

で
契
約
を
結
ば
せ
る
屋
根
工
事
に

関
す
る
相
談
が
絶
え
ま
せ
ん
。

他
に
も
、「
今
な
ら
通
常
料
金

か
ら
割
引
き
」
な
ど
と
契
約
を
せ

か
さ
れ
た
り
、
長
時
間
居
座
ら
れ

て
勧
誘
さ
れ
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
決
し
て
そ
の
場
で
契

約
せ
ず
、
家
族
や
周
囲
の
人
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
工
事
を
依
頼
す

る
際
に
は
、
複
数
業
者
か
ら
見
積

も
り
を
と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

市
内
に
は
、
新
鮮
な
地
元
の
食

材
を
販
売
す
る
直
売
所
が
道
の
駅

し
も
つ
け
、
主
要
道
路
沿
い
に
あ

り
ま
す
。

下
野
市
で
は
、
か
ん
ぴ
ょ
う
、

ほ
う
れ
ん
草
、
き
ゅ
う
り
、
玉
ね

ぎ
、
ト
マ
ト
、
ゴ
ボ
ウ
、
イ
チ
ゴ

な
ど
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。
農
産

物
直
売
所
は
、
小
規
模
に
地
元
の

農
産
物
が
直
売
さ
れ
、
1
9
9
3

年
か
ら
各
地
の
主
要
道
路
沿
い
に

休
憩
所
兼
地
域
産
品
即
売
所
と
し

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
近
年
で

は
、
農
産
物
直
売
所
が
道
の
駅
施

設
内
の
目
玉
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
直
売
所
の
新
た

な
形
式
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
お

り
、
こ
れ
を
受
け
て
農
家
が
多
く

存
在
す
る
郊
外
都
市
に
大
規
模
な

施
設
が
設
置
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
現

れ
、
特
に
地
場
の
新
鮮
な
農
産
物

が
比
較
的
安
価
に
手
に
入
る
こ
と

か
ら
、
地
元
や
周
辺
住
民
の
支
持

を
得
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
中
に
は
、
生
産
者
も

知
ら
な
い
よ
う
な
利
用
法
に
つ
い

て
の
知
識
を
持
つ
方
も
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
人
々
の
知
識
が
生
産

者
に
集
積
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が

新
た
に
多
く
の
消
費
者
に
還
流
す

る
と
い
う
情
報
の
流
れ
が
作
り
出

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者
の
持

ち
込
む
外
部
情
報
や
、
消
費
者
が

生
産
者
に
望
む
農
産
物
の
あ
り
方
、

あ
る
い
は
地
元
産
品
の
加
工
品
に

対
す
る
期
待
と
い
っ
た
情
報
を
集

積
す
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域
な
ら

で
は
の
商
品
開
発
、
ひ
い
て
は
総

合
的
な
地
域
づ
く
り
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
の
機
能
を
も
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 再

発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
ち
」で
す

くらしの情報くらしの情報

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

コ
ラ
ム

下
野
市
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
52
）1
1
6
8

屋
根
工
事
の

契
約
ト
ラ
ブ
ル
に

気
を
付
け
て
！

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
2
階生

活
安
全
課
内　
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小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２
①③ ②④

３ ４ ５ ６ 7 8 9
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
10 11 12 13 14 15 16
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
17 18 19 20 21 22 23
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
24 25 26 27 28 29 30
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時～22時（内科・小児科）
土曜日 19時～22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）       
       10時～12時、 13時～17時
       18時～21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　毎日、18時～23時
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平　日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

12日(火) 旧石橋町建設課車庫（石橋841-3）
19日(火) 小金井駅東口
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
20日(水) ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日
常生活でのあらゆる相談に応じて
います。
国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
　5・12・19日、12月3・10日
児童母子相談　26日㈫

　（いずれも火曜日）
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
　11・18日､ 12月2・9日
児童母子相談　25日㈪

（いずれも月曜日）
法律相談　14日㈭
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
　1・8・15日、12月6日

　（いずれも金曜日）
児童母子相談　22㈮
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

11
月
天平公園 JA小山女性会国分寺支部

花広場 お話ポケットの会

12
月
天平公園 下野市勤労者協議会

花広場 下町たのしみ会
■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　12月2日（月）
固定資産税・都市計画税（普通徴収） 第3期
国民健康保険税（普通徴収） 第5期
介護保険料（普通徴収） 第5期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第5期
国民年金保険料 10月

　メールで気象情報（注意報・警報）や
　　　　　　　　地震情報、行政情
　　　　　　　　報、イベント情報
　　　　　　　　などを配信します。
　　　　　　　　■問い合わせ先
　　　　　　　　　総合政策課
　　　　　　　　　☎40－5550（↑携帯電話用ＱＲコード）

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野
の情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯
電話は右のＱＲコードからアクセスしてください。

11⽉
霜⽉
しもつき

November

（ ）

くらしの情報

日時 9(土)
場所 南河内児童館



2

身近なところにいる世界一
髙藤選手の世界柔道選手権優勝を多くの市民が
祝福しました。
国分寺公民館において髙藤選手の祝勝セレモニーが開かれ
ました。

4
5
国内交流　香川県高松市
国際交流　 第20回グリムの里

　夏期日本語講習会

6
7
国際交流員ザブリーナ・リンのコラム
まちの話題

10 市の便利なサービスをご紹介
下野市を上手に、便利に、使いこなそう！

12
13

市町村税徴収強化月間
オリジナルナンバーに変更してみませんか
平成25年分　年末調整説明会のお知らせ

14
オレンジリボンキャンペーン
★みんなで守ろう！子どもの笑顔★
11月は「児童虐待防止推進月間」です

16

17

国民年金だより

20
24
保健便り
Let’s SPORTS

26
28
29
図書館Library Information
読書人

30
31
新・下野市風土記
くらしの情報

48
男女共同参画事業

映画会&茶話会を開催します
「奇跡のリンゴ」

今月
の

表紙

今月の何の日

11
月
11
日

紅
茶
の
日

　

海
難
に
あ
っ
て
ロ
シ
ア
に
漂
着
し
た
日

本
人
、
伊
勢
の
国
（
現
在
の
三
重
県
）
の

船
主
、
大
黒
屋
光
太
夫
が
、
１
７
９
１
年

の
11
月
、女
帝
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
２
世
に
接
見
。

茶
会
に
招
か
れ
、
日
本
人
で
初
め
て
、
外

国
で
の
正
式
な
茶
会
で
紅
茶
を
飲
ん
だ
と

い
う
史
実
か
ら
「
紅
茶
の
日
」
と
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

紅
茶
の
樹
は
、
紅
茶
や
ウ
ー
ロ
ン
茶
と

同
じ
ツ
バ
キ
科
の
常
緑
樹
で
、
ウ
ー
ロ
ン

茶
よ
り
さ
ら
に
発
酵
さ
せ
た
茶
葉
を
用
い

ま
す
。
茶
葉
に
含
ま
れ
る
酸
化
酵
素
に
よ

る
酸
化
発
酵
で
、
湿
度
の
高
い
部
屋
で
十

分
に
発
酵
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
独
特
の

香
り
と
甘
さ
が
で
て
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
紅
茶
と
い
う
と
イ
ギ
リ
ス

を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
た
し
か
に
イ
ギ
リ
ス
人
の
年
間
消
費

量
は
約
２
，
６
０
０
ｇ
、
１
日
４
、５
杯
の

紅
茶
を
飲
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

紅
茶
を
飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ
も
、目
覚
め
に
、

朝
食
に
、
11
時
ご
ろ
の
一
休
み
に
、
お
昼
に
、

午
後
の
お
や
つ
に
、
夕
食
に
、
そ
し
て
就

寝
時
に
と
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
飲
み
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全日本の赤いジャージに身を包んだ髙藤選手。
テレビで見ていた髙藤選手が目の前に現れ、会場の小中学生も興奮気味でした。
当日髙藤選手に質問をした国分寺中学校の柔道部主将の石川君が「オーラが
あった」と言うとおり、この日の髙藤選手はまぶしく輝いていました。

目次　Contents
髙藤選手祝勝セレモニー開催
２０１３世界柔道選手権
リオデジャネイロ大会優勝！
目指せオリンピック

　 髙藤 直寿選手

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

Shimotsuke
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■人口と世帯（10 月 1日現在）
　　人口／60,252人（+17）、男性／29,999人（-5）、女性／30,253人（+22）、世帯数／22,293世帯（+17）

男女共同参画事業 映画会を開催します
&茶話会

入場
無料

　

こ
の
映
画
は
、
妻
の
体
調
不

良
を
き
っ
か
け
に
、
リ
ン
ゴ
の

無
農
薬
栽
培
に
挑
ん
だ
主
人
公

の
軌
跡
を
描
い
た
実
話
を
も
と

に
し
た
作
品
で
す
。
極
貧
生
活

を
送
り
、
波
瀾
万
丈
の
生
き
ざ

ま
を
家
族
と
の
絆
を
絡
め
な
が

ら
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
族
の
あ
り

方
を
見
つ
め
直
し
、
家
族
の
役

割
・
思
い
や
り
を
持
つ
こ
と
に

つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

み
ん
な
が
〝
わ
か
ち
あ
う
〞

大
切
さ
を
も
ち
、
男
女
が
と

も
に
協
力
し
な
が
ら
、
男
女

共
同
参
画
社
会
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

■
茶
話
会
の
ご
案
内

　

映
画
上
映
後
に
、
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
等
に
よ
る
「
男

女
共
同
参
画
茶
話
会
」
を
行
い

ま
す
。

　

映
画
の
感
想
や
私
た
ち
の
ま

わ
り
の
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
気
軽
に
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
！

▼
映
画
会
終
了
後

　

午
後
３
時
40
分
頃
〜

▼
会
場

　

Ｉ
Ｔ
研
修
室
（
大
ホ
ー
ル
と

な
り
）

▼
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す

　
（
参
加
無
料
）

■
腹
話
術
も
行
い
ま
す

　

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
の

永
山
登
志
子
さ
ん
が
、
親
し
み

あ
る
腹
話
術
を
披
露
し
て
く
れ

ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

﹇
あ
ら
す
じ
﹈

　

舞
台
は
１
９
７
０
年
代
の
青
森

県
岩
木
町
。
主
人
公
、
三
上
秋
則

は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞
め
リ
ン
ゴ

農
家
・
木
村
家
の
一
人
娘
・
美
栄

子
と
結
婚
し
て
木
村
家
に
婿
養
子

入
り
す
る
。
夫
婦
共
々
リ
ン
ゴ
栽

培
に
い
そ
し
ん
で
い
た
が
、
あ
る

日
、
美
栄
子
の
体
に
異
変
が
生
じ
る
。

美
栄
子
の
体
は
年
に
何
度
も
散
布

す
る
農
薬
に
蝕
ま
れ
て
い
た
。
秋

則
は
無
農
薬
で
リ
ン
ゴ
を
栽
培
す

る
こ
と
を
決
意
す
る
が
…

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）５
５
５
０

11
月
30
日
㈯

午
後
１
時
〜
（
午
後
０
時
30
分　

開
場
）

日　時

■
入
場
無
料

　

定
員
２
５
０
名
（
先
着
順
）

　

託
児
を
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

■
出　

演

　

阿
部
サ
ダ
ヲ　

菅
野
美
穂　

他

■
場　

所

　

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]
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〒
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木
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下
野
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小
金
井
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地
　
■
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■
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広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎ 0285（40）5550 情報広報グループまで
ご連絡ください。

携帯電話
市ホームページ

PC・スマホ
市ホームページ

TAKE FREE


	

